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平成 18 年 9 月末現在の
人口の動き

●人口 13,900 人 （前月比 －  12 人）
 （前年比 ＋  29 人）

男 6,974 人 （－ 11 人）
女 6,926 人 （－  1 人） ●世帯数 3,936 世帯  前月比（－ 2世帯）
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平成17年度
決　算

まちづくりのために
一般会計
特別会計 合 計 125億円125億円 使いました

 　

こ
の
ほ
ど
、
平
成
十
七
年
度
の
町
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
九
月

の
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
一
年
間
に
使
わ
れ
た

お
金
は
、
一
般
会
計
と
六
つ
の
特
別
会
計
合
わ
せ
て
約

百
二
十
四
億
六
千
万
円
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
し
て
使

わ
れ
た
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
、
お
問
い
合
わ

せ
は
、
役
場
税
務
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎
２
７
―
１
９
５
６
（
直
通
） 

決
算
と
は
？

　

決
算
は
会
計
年
度
（
四
月
〜
翌
年

三
月
）
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
の

実
績
を
報
告
す
る
確
定
的
な
計
数
表

で
す
。
決
算
書
は
会
計
年
度
終
了
後

に
作
成
さ
れ
、
監
査
委
員
が
審
査
し

た
後
、議
会
の
認
定
で
確
定
し
ま
す
。

町
長
は
、
決
算
を
議
会
の
議
決
書
と

一
緒
に
県
知
事
に
報
告
し
、
そ
の
要

点
を
住
民
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

平成17年度に行った平成17年度に行った
主な建設事業主な建設事業

・次第浜浜山土地区画整理事業
2億424万円

・町道改良舗装工事
1億5,321万円

・消雪パイプ設備工事
2,730万円

・町営住宅建築工事
2,666万円

・こども園冷房設備工事
1,691万円

特別会計決算
特別会計とは?
　地方公共団体の会計は、本来一つの会計が原則です。し
かし、様々な行政需要が求められてきている現在、単一の
会計で処理することが難しくなってきました。
　そこで次のような特定の事業を一般会計から分けて、わ
かりやすいように処理するのが特別会計です。

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

国民健康保険
事業勘定 10億8,914万円 10億3,215万円
施設勘定 1億5,318万円 1億4,039万円

介護保険 7億7,849万円 7億4,973万円
老人保健 9億6,857万円 9億7,307万円
県営開拓パイロット事業 1,470万円 1,194万円
公共下水道事業 19億4,977万円 19億2,918万円

水道事業
収益的収支 2億2,698万円 2億4,576万円
資本的収支 9,942万円 1億192万円

■町債の状況
区　　　　　分 平成17年度末残高

一 般 会 計 46億7,900万円
国民健康保険特別会計 1億1,700万円
公共下水道事業特別会計 67億7,400万円
水 道 事 業 会 計 7億5,100万円
合 計 123億2,100万円

■基金の状況
区　　　　　分 平成17年度末残高

財 政 調 整 基 金 8億9,400万円
減 債 基 金 8,300万円
災 害 救 助 基 金 1億2,500万円
土 地 開 発 基 金 6,300万円
道 路 整 備 基 金 1,700万円
教 育 振 興 基 金 300万円
公共用施設整備基金 1,700万円
公共用施設維持基金 7,000万円
地 域 福 祉 基 金 9,600万円
観音の湯ざぶ～ん館維持基金 1億1,500万円
亀代地区多目的屋内運動場施設維持基金 1,500万円
基 金 合 計 14億9,900万円

一般会計歳出
73億6,840万円

町民一人あたり（平成18年3月31日の人口
13,899人で割り、算出）
53万139円

一般会計決算
　一般会計とは市町村などの会計の中心で行
政運営の基本的な経費を処理する会計です。
平成17年度、町の歳入は76億3,499万円で、
歳出が73億6,840万円となり、差し引き２億
6,659万円の黒字決算となりました。

　公債費とは、町の借入金のうち、
一年間に返済しているお金です。
一般財源（町税など）に占める割
合が、10％を超えないことが望ま
しいとされています。

公債費比率　8.4％
（平成16年度　10.9％）

　一般財源のうち、人件費、事務
費、公債費などの必要経費の割合
を経常収支比率といいます。この
率が高いほど財政に余裕がなく、
町村の場合75％を超えると財政面
で慎重さが必要になります。

経常収支比率 70.5％
（平成16年度　73.4％）

　地方公共団体の財政上の能力を
示す指数です。この指数が1.0を超
えると国からの交付税が配分され
ません。（不交付団体となります）
　聖籠町は昭和59年度から不交付
団体です。

財政力指数　1.518
（平成16年度　1.540）

一般会計歳入
76億3,499万円

内訳内訳
固定資産税 38億9,782万円（81.1％）固定資産税 38億9,782万円（81.1％）
町民税（法人） 4億5,750万円（ 9.5％）町民税（法人） 4億5,750万円（ 9.5％）
町民税（個人） 2億7,655万円（ 5.8％）町民税（個人） 2億7,655万円（ 5.8％）
軽自動車税、たばこ税、入湯税等軽自動車税、たばこ税、入湯税等 1億7,317万円（ 3.6％） 1億7,317万円（ 3.6％）

町税
48億504万円
（62.9％）

諸収入
4億7,732万円
（6.3％）

貯金利子や税の延滞
金、貸付金の回収金
など

町債
4億円
（5.2％）

財源不足による借入
金

繰越金
3億8,014万円
（5.0％）

前年度から繰り越し
たお金

繰入金
3億6,007万円
（4.7％）

基金などから繰り入
れたお金

県支出金
2億9,118万円
（3.8％）

使い道を特定して県
が支出する補助金等

地方譲与税
1億8,800万円
（2.5％）

地方消費税交付金
1億6,838万円
（2.2％）

国庫支出金
1億6,771万円
（2.2％）

使い道を特定して国
が支出する補助金等

その他
3億9,715万円
（5.2％）

分担金及び負担金、
使用料、手数料など

一般会計歳出
73億6,840万円

土木費土木費
16億54万円16億54万円
（21.7％）（21.7％）

道路・公園・港湾整道路・公園・港湾整
備など備など

民生費民生費
11億7,275万円11億7,275万円
（15.9％）（15.9％）

高齢者・児童・障害高齢者・児童・障害
福祉事業など福祉事業など教育費教育費

11億6,654万円11億6,654万円
（15.8％）（15.8％）

幼稚園・学校・社会幼稚園・学校・社会
教育・社会体育事業教育・社会体育事業
などなど

総務費総務費
8億9,537万円8億9,537万円
（12.2％）（12.2％）

公害・交通安全対策、公害・交通安全対策、
選挙、広域関連事業選挙、広域関連事業
などなど

公債費公債費
6億9,582万円6億9,582万円
（9.4％）（9.4％）

町が借り入れたお金町が借り入れたお金
の返済の返済

衛生費衛生費
6億9,140万円6億9,140万円
（9.4％）（9.4％）

予防検診・保健事業、予防検診・保健事業、
ごみ処理事業などごみ処理事業など

消防費消防費
2億9,079万円2億9,079万円
（3.9％）（3.9％）

消防団活動、消防施消防団活動、消防施
設整備など設整備など

諸支出金諸支出金
2億6,791万円2億6,791万円
（3.6％）（3.6％）

基金への積立（町の基金への積立（町の
貯金）貯金）

農林水産業費農林水産業費
2億5,245万円2億5,245万円
（3.4％）（3.4％）

農業・漁業振興、土農業・漁業振興、土
地改良事業など地改良事業など

商工費商工費
2億2,819万円2億2,819万円
（3.1％）（3.1％）

商工業の振興、観光商工業の振興、観光
事業など事業など

議会費議会費
1億647万円1億647万円
（1.4％）（1.4％）
議会活動議会活動

労働費労働費
17万円17万円
（0.0％）（0.0％）
雇用対策など雇用対策など
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平成17年度
バランスシート
公 表

平成17年度
まちの資産435億円

　聖籠町では平成12年度分からバランスシート（貸借対照表）を作成しています。
これは町がどこから資金を調達し、どんな資産や借金を残したかという状況を総
合的に対照表示して資産がどの程度なのかをわかりやすく比較するためのもので
す。
　バランスシートに関するお問い合わせは 役場税務財政課　☎27－1956（直通）
までお願いします。

バランスシートからわかること
　

❶
は
、
資
産
額
と
負
債
額
を
平
成
十
六
年
度
と
平
成

十
七
年
度
で
比
較
し
た
も
の
で
す
。

○ 　

資
産
と
は
、
町
民
の
た
め
の
財
産
で
「
有
形
固
定

資
産
」、「
投
資
等
」
及
び
「
流
動
資
産
」
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

 　

資
産
の
総
額
は
、
四
百
三
十
五
億
円
（
町
民
一
人

あ
た
り
三
百
十
三
万
円
）
で
前
年
度
よ
り
四
十
二
億

円
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
主
な
要
因
は
、
3
年
に
一

度
の
評
価
替
え
と
大
き
な
施
設
の
建
設
や
土
地
の
購

入
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

○ 　

負
債
は
将
来
に
支
払
う
べ
き
債
務
で
あ
り
、今
後
、

町
民
が
負
担
す
る
借
金
な
ど
で
、「
固
定
負
債
」、「
流

動
負
債
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 　

負
債
総
額
は
、
六
十
四
億
円
（
町
民
一
人
あ
た
り

四
十
六
万
円
）
で
、
過
去
に
発
行
し
た
町
債
の
償
還

の
終
了
等
で
前
年
度
よ
り
一
億
円
減
少
し
て
い
ま

す
。
負
債
が
多
く
な
れ
ば
、
町
税
な
ど
か
ら
そ
の
償

還
に
あ
て
る
資
金
が
た
く
さ
ん
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
新
た
な
事
業
の
展
開
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

○ 　

正
味
資
産
の
総
額
は
、
三
百
七
十
一
億
円
（
町
民

一
人
あ
た
り
二
百
六
十
七
万
円
）
で
前
年
度
よ
り

四
十
一
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
正
味
資
産
と
は
、

資
産
形
成
の
た
め
に
町
民
が
す
で
に
負
担
し
た
額
と
、

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
の
合
計
額
で
、
現
在
の
資
産

の
う
ち
借
金
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
財
産
の
額
と
い

え
ま
す
。

資
産
の
内
訳

　

資
産
総
額
の
う
ち
九
十
一
%
を
有
形
固
定
資
産
が
占

め
て
い
ま
す
。
有
形
固
定
資
産
と
は
、
土
地
や
建
物
を

中
心
と
し
た
公
共
施
設
な
ど
の
こ
と
で
す
。
土
地
明
細

と
主
な
施
設
の
状
況
は
、
そ
れ
ぞ
れ
❷
、
❸
の
と
お
り

で
す
。

　

投
資
等
と
は
、
各
種
団
体
な
ど
へ
の
出
資
や
貸
し
付

け
の
こ
と
で
す
。
流
動
資
産
は
、
現
金
あ
る
い
は
一
年

以
内
に
現
金
化
が
可
能
な
基
金
や
預
金
の
ほ
か
、
債
権

と
し
て
未
収
金
を
含
ん
で
い
ま
す
。

平成17年度 聖籠町バランスシート（貸借対照表）公表
（平成18年３月31日現在）

借　　　　　　　　　　方
［資産の部］
１．有形固定資産
（１）総務費
（２）民生費
（３）衛生費
（４）労働費
（５）農林水産業費
（６）商工費
（７）土木費
（８）消防費
（９）教育費
（10）その他
　　 計
　　（うち土地
　有形固定資産合計 

2,688,362
1,420,292
1,346,679
69,137
915,102
61,326

20,644,262
47,899

12,329,287
94,807

39,617,153
18,082,440）

 39,617,153
２．投資等
（１）投資及び出資金
（２）貸付金
（３）基金
　　①特定目的基金
　　②土地開発基金
　　③定額運用基金
　　　基　金　計
　投資等合計 

1,195,298
878,504

458,184
63,314
2,000

523,498
 2,597,300

３．流動資産
（１）現金・預金
　　①財政調整基金
　　②減債基金
　　③歳計現金
　　　現金・預金計
（２）未収金
　　①地方税
　　②その他
　　　未収金計
　流動資産合計 

893,628
83,649
269,354
1,246,631

47,519
3,720
51,239

 1,297,870

資　産　合　計 43,512,323

（単位：千円）
貸　　　　　　　　　　方

［負債の部］
１．固定負債

（１）地方債

（２）債務負担行為
　　①物件の購入等
　　②債務保証又は損失補償
　　　債務負担行為計

（３）退職給与引当金

　固定負債合計 

4,091,275

0
0
0

1,692,225

 5,783,500
２．流動負債

（１）翌年度償還予定額

（２）翌年度繰上充用金

　流動負債合計 

588,312

0

 588,312

負債合計 6,371,812

［正味資産の部］

１．国庫支出金

２．都道府県支出金

３．一般財源等

2,634,775

695,272

33,810,464

正味資産合計 37,140,511

負債・正味資産合計 43,512,323

※債務負担行為に係る補償等　　　　①物件の購入等に係るもの　　　　　  243,205　千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　②債務保証及び損失補償に係るもの　1,055,798　千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　③利子補給等に係るもの　　　　　　  425,056　千円

❶平成16年度と平成17年度の比較

年　　　度 人　　口 資　　産 負　　債 正味資産
町　民　１　人　あ　た　り

資　　産 負　　債 正味資産
平成 17 年度末 13,899人 435億円 64億円 371億円 313万円 46万円 267万円
平成 16 年度末 13,884人 477億円 65億円 412億円 343万円 47万円 297万円
増　　減 15人 △ 42億円 △ 1億円 △ 41億円 △ 30万円 △ 1万円 △ 30万円

❸主な施設の状況 （単位：千円）

施 設 名 取得年度 耐用
年数 取得価格減価償却累計額 残存価格

役場庁舎 昭和52年 50 910,416 478,664 431,752
亀代小学校 昭和52年 47 969,025 529,177 439,848
蓮野小学校 昭和60年 47 1,117,854 555,193 562,661
山倉小学校 昭和61年 47 1,118,298 548,977 569,321
聖籠中学校 平成12年 47 5,374,950 822,939 4,552,011
町民会館 平成元年 47 3,815,346 1,866,110 1,949,236
亀代多目的屋内運動場 平成７年 22 379,989 149,231 230,758
蓮野多目的屋内運動場 平成８年 22 410,597 148,040 262,557
山倉多目的屋内運動場 平成10年 22 363,727 103,460 260,267
町営聖籠町野球場 昭和60年 30 353,383 196,098 157,285
多目的屋外運動広場 平成12年 30 557,734 85,425 472,309
亀代こども園 昭和58年 47 423,103 213,663 209,440
蓮潟こども園 昭和54年 47 347,348 198,627 148,721
蓮野こども園 昭和61年 47 376,089 187,311 188,778
学校給食共同調理場 平成元年 47 294,769 163,226 131,543
保健福祉センター 平成４年 50 791,141 300,803 490,338
聖籠こども園 平成８年 22 497,676 189,833 307,843
観音の湯ざぶ～ん館 平成９年 31 1,226,139 452,694 773,445
老人福祉センター（聖海荘） 昭和56年 50 259,657 139,259 120,398
蓮のギャラリー 平成11年 22 25,967 5,578 20,389
観音の湯ホテルざぶ～ん 平成13年 31 350,460 53,512 296,948

❷土地明細表
面積（㎡） 評価額（円）

行　

政　

財　

産

公
用
財
産

本庁舎 9,212.48 79,227,328 
その他
の行政
機関

警察（消防）
施設 1,707.04 9,637,227 

その他の施設 509.71 4,077,680 

公　

共　

用　

財　

産

学　　校 164,000.00 1,138,622,700 
公営住宅 13,017.94 79,141,200 
公　　園 93,807.00 312,998,346 
指定保安林 319,787.00 24,335,790 
道　 路 1,507,235.18 13,762,350,441 

その他
の施設

町民会館等 33,068.99 264,551,920 
体育施設 73,001.06 407,693,840 
幼稚園 33,588.40 250,090,400 
学校給食
共同調理場 3,411.87 27,294,960 

保健福祉
センター 25,846.25 165,416,000 

保育園 6,969.28 39,710,592 
墓　地 17,621.00 0 
その他 286,408.74 689,290,113 

普
通
財
産

宅　　　地 61,802.11 487,160,435 
山　　　林 123,994.00 14,657,936 
原　　　野 29,508.00 279,778,890 
雑　種　地 8,242.00 24,930,432 
そ　の　他 2,848.07 21,473,584 
合　　　　　計 2,815,586.12 18,082,439,814 
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去
る
８
月
１
日
（
火
）
〜
12
日
（
土
）
迄
の
12

日
間
、
聖
籠
中
学
校
２
年
生
４
名
が
聖
籠
町
教
育

委
員
会
主
催
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
聖
籠
町
が
初
め
て

単
独
で
行
っ
た
語
学
研
修
派
遣
事
業
で
す
。

　

こ
の
語
学
研
修
の
大
き
な
特
徴
は
、
次
の
５
つ

で
し
た
。

① 

語
学
（
英
語
）
研
修
が
実
施
で
き
る
こ
と

② 

現
地
の
人
々
と
の
交
流
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
）

が
で
き
る
こ
と

③ 
現
地
の
同
年
代
の
生
徒
と
の
交
流
（
地
元
の
学

校
で
の
学
習
）
が
で
き
る
こ
と

④ 

日
本
で
は
で
き
な
い
自
然
体
験
が
で
き
る
こ
と

⑤ 

日
本
で
は
で
き
な
い
歴
史
や
文
化
に
か
か
わ
る

体
験
が
で
き
る
こ
と

　

参
加
し
た
２
年
生
吉
川
和
輝
さ
ん
・
遠
藤
寛
崇

さ
ん
・
佐
藤
千
鶴
さ
ん
・
近
藤
貴
純
さ
ん
の
４
名

は
、シ
ド
ニ
ー
近
郊
の
ボ
マ
デ
リ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
（
中
高
等
学
校
）
で
現
地
の
生
徒
た
ち
と
共
に
、

「
普
段
の
授
業
」
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
全
校
生

徒
約
1
、
０
０
０
人
の
前
に
立
っ
て
英
語
で
自
己

紹
介
を
行
っ
た
初
日
。
10
日
間
で
約
50
時
間
の
授

業
を
受
け
た
証
と
し
て
ア
プ
ル
ト
ン
校
長
先
生
か

ら
「
修
了
証
書
」
を
い
た
だ
い
た
最
終
日
。
現
地

の
人
々
の
中
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
と
に
か
く
起
き
て
か
ら
寝
る
ま
で
全
て
英

語
の
日
々
で
し
た
。

　

最
初
は
、
日
本
が
恋
し
く
て
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
２
週

間
目
に
は
、
相
手
が
話
し
て
い
る
英
語
を
か
な
り

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
最
後
は
「
も
っ
と
滞

在
し
た
い
！
」
と
い
う
感
想
を
も
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、

言
葉
（
英
語
）
で
は
な
く
、「
相
手
に
伝
え
た
い
、

相
手
の
こ
と
を
知
り
た
い
」
と
い
う
「
気
持
ち

（
心
）」
が
一
番
だ
と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し

た
。
以
下
、
４
名
の
生
徒
の
感
想
で
す
。

〈
文
責
：
聖
籠
中 

本
間
昇
（
引
率
）〉

異
文
化
を
肌
で
実
感
！

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
!!

〈
２
０
０
６
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
シ
ド
ニ
ー

〈
２
０
０
６
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
シ
ド
ニ
ー
1212
日
間
）
語
学
研
修
派
遣
事
業
〉

日
間
）
語
学
研
修
派
遣
事
業
〉

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

　

日
本
の
違
い
に
つ
い
て

感
じ
た
こ
と

２
年　

吉
川　

和か
ず

輝き

さ
ん

　

僕
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ

て
、
日
本
と
い
ろ
い
ろ
な
違
い
を
感

じ
ま
し
た
。

　

一
つ
め
は
、「
物
価
の
違
い
」で
す
。

特
に
食
べ
物
は
日
本
の
２
倍
く
ら
い

す
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
の
ラ
ン
チ
で
も
日
本
円

で
１
、０
０
０
円
く
ら
い
し
た
も
の

が
あ
り
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
日

本
で
も
売
っ
て
い
る
コ
カ
コ
ー
ラ
も
、

２
５
０
円
く
ら
い
し
ま
し
た
。

　

二
つ
め
は
、「
食
文
化
」
の
違
い

で
す
。
食
べ
る
量
に
も
驚
き
ま
し
た

が
、
食
べ
る
内
容
に
一
番
驚
き
ま
し

た
。
朝
は
皿
い
っ
ぱ
い
に
シ
リ
ア
ル

を
食
べ
て
学
校
へ
行
き
ま
す
。
食
べ

る
量
は
、
日
本
と
そ
ん
な
に
変
わ
ら

な
い
の
で
す
が
、
間
食
の
量
・
回
数

が
す
ご
か
っ
た
で
す
。

　

僕
た
ち
が
行
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
学
校
に
は
給
食
が
な
い
の
で
、

毎
朝
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
か
ら

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
に
ラ
ン
チ
を
入
れ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
世

話
に
な
っ
た
学
校
に
は

『
購
買
』
が
あ
る
の
で
、

休
み
時
間
に
な
る
と
、
た

く
さ
ん
の
生
徒
が
集
ま
っ

て
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
や
パ
イ

を
買
っ
て
食
べ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
は
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。
食
べ
る
量
か
ら

し
て
自
分
に
は
無
理
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
夕
食
に

は
も
っ
と
驚
き
ま
し
た
。

夕
食
は
肉
が
主
食
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
。
三
日
に

一
回
く
ら
い
の
割
合
で
同

じ
メ
ニ
ュ
ー
が
出
ま
し

た
。そ
の
こ
と
を
思
う
と
、

日
本
は
と
て
も
豊
か
な
食
生
活
を
し

て
い
る
ん
だ
な
と
初
め
て
実
感
し
ま

し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
食
生

活
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
と
て
も
日

本
食
が
食
べ
た
く
な
り
ま
し
た
。
特

に
、
白
米
・
み
そ
汁
・
漬
物
が
食
べ

た
く
な
り
ま
し
た
。

　

逆
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ

て
、
あ
ま
り
違
い
を
感
じ
な
か
っ
た

こ
と
は
、
車
の
こ
と
で
す
。
僕
が
見

た
中
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
走
っ

て
い
る
車
の
６
割
く
ら
い
が
日
本
車

で
し
た
。
特
に
「
ト
ヨ
タ
」
の
車
が

多
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
に
バ
イ
ク
も

日
本
の
も
の
が
と
て
も
多
く
「
カ
ワ

サ
キ
」
や
「
ス
ズ
キ
」
が
多
か
っ
た

で
す
。
道
路
も
左
側
通
行
な
の
で
、

違
和
感
を
覚
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

僕
は
、
こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通

じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
異
文
化

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
ま
た

行
き
た
い
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

　
　
　
　
　
　

行
っ
て

２
年　

遠
藤　

寛ひ
ろ

崇た
か

さ
ん

　

僕
は
、
昨
年
今
回
の
よ
う
な
企
画

が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

昨
年
は
な
か
っ
た
の
で
残
念
な
が
ら

あ
き
ら
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回

こ
の
よ
う
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学

研
修
の
企
画
が
あ
っ
た
の
で
参
加
し

ま
し
た
。

　

僕
は
、
最
初
参
加
で
き
て
よ
か
っ

た
な
あ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
日
が
近
く

な
る
に
つ
れ
て
、
段
々
不
安
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
っ
と

い
う
間
に
当
日
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
行
く
日
に
な
っ
た
ら
全
然
不

安
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

新
幹
線
に
乗
っ
て
空
港
に
行
き
ま
し

た
。
空
港
で
の
多
少
の
自
由
時
間
の

後
、
搭
乗
手
続
き
を
し
て
飛
行
機
に

乗
り
ま
し
た
。
10
時
間
と
い
う
、
長

い
時
間
飛
行
機
に
乗
る
こ
と
は
初
め

て
だ
っ
た
の
で
、
す
ご
く
緊
張
し
ま

し
た
。
で
も
、
機
内
の
睡
眠
の
後
、

す
ぐ
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
着
い
た
ら
、

見
る
も
の
全
て
が
初
め
て
の
も
の

だ
っ
た
の
で
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
バ
ス
に
乗
っ
て
昼
ご
飯

を
食
べ
、
い
よ
い
よ
学
校
、
ボ
マ
デ

リ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
着
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
パ
ー
ト
ナ
ー
の
生
徒
と

出
会
い
、
学
校
の
中
を
案
内
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
家
族
と
会
い
ま
し
た
。
み

ん
な
優
し
そ
う
な
人
た
ち
で
よ
か
っ

た
で
す
。
晩
ご
飯
は
ス
テ
ー
キ
で
、

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の

日
は
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
す
ぐ
に
寝

ま
し
た
。

　

次
の
日
、
朝
ご
飯
を
食
べ
て
パ
ー

ト
ナ
ー
と
共
に
学
校
に
行
き
ま
し

た
。
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
英

語
な
の
で
あ
ま
り
わ
か
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
内
容
的
に
日
本
で
習
っ

た
こ
と
の
あ
る
授
業
の
内
容
は
、
な

ん
と
な
く
わ
か
り
ま
し
た
。
僕
は
、

授
業
の
休
み
時
間
に
友
達
と
会
う
こ

と
が
一
番
の
楽
し
み
で
し
た
。
そ
し

て
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
に
帰
っ
て
、

ご
飯
を
食
べ
た
ら
疲
れ
て
い
た
の
で

す
ぐ
に
寝
ま
し
た
。

　

次
の
日
は
、疲
れ
や
緊
張
か
ら
か
、

４
限
頃
具
合
が
悪
く
な
っ
て
、
保
健

室
で
休
み
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
寝
て

い
た
ら
元
気
に
な
っ
た
の
で
よ
か
っ

た
で
す
。

　

土
曜
日
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
一
緒
に
動
物
園
に
行
っ
た
り
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試

合
を
応
援
し
た
り
し
ま
し
た
。
動
物

園
は
多
く
の
珍
し
い
動
物
が
い
て
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
お
別
れ
の
日
が

来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
僕
の
パ
ー
ト

ナ
ー
は
、
僕
の
風
邪
が
う
つ
っ
て
し

ま
い
、
学
校
を
休
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー

に
は
来
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
と
て
も
お
い
し
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か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、
現
地
の
生

徒
た
ち
み
ん
な
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
と
や
っ
た

こ
と
が
思
い
出
に
残
り
ま
し
た
。
最

後
の
お
別
れ
を
し
、
荷
物
を
持
っ
て

車
に
乗
り
込
み
学
校
を
あ
と
に
し
ま

し
た
。

　

最
終
日
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
に
着

い
た
ら
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
ト
ラ
ン

プ
を
し
て
寝
ま
し
た
。
次
の
日
は
、

い
ろ
い
ろ
な
観
光
地
に
行
っ
て
、
お

土
産
も
買
い
ま
し
た
。
そ
の
後
シ
ド

ニ
ー
の
空
港
に
行
き
、手
続
き
を
し
、

飛
行
機
に
乗
り
ま
し
た
。

一
晩
飛
行
機
に
乗
っ
た
ら
、

も
う
懐
か
し
い
日
本
に
着

き
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
行
き
た
く
な

い
な
あ
と
思
っ
た
り
、
早

く
帰
り
た
い
な
あ
と
思
っ

た
け
ど
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
２
週
間
目
に
な
る

と「
帰
り
た
く
な
い
な
あ
…
」

と
か
、「
も
っ
と
い
た
い

な
あ
…
」と
思
い
ま
し
た
。

英
語
に
は
自
分
な
り
の
自

信
が
つ
い
た
の
で
、
行
っ

て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
　
　
　
　

語
学
研
修

２
年　

佐
藤　

千ち

鶴づ
る

さ
ん

　

私
は
、
夏
休
み
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
語
学
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
を
希
望
し
た
理
由
は
、
憧
れ
の
国

で
英
語
の
力
を
つ
け
た
い
と
、
思
っ

た
か
ら
で
す
。
出
発
前
は
、
た
く
さ

ん
英
語
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。
マ

ナ
ー
や
規
則
も
調
べ
て
準
備
を
す
す

め
ま
し
た
。
夜
に
成
田
を
出
発
し
、

朝
に
到
着
し
ま
し
た
。
入
国
手
続
き

の
間
、
ず
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま

し
た
。
憧
れ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

秋
で
し
た
。
何
も
か
も
が
日
本
と
大

違
い
で
し
た
。
景
色
が
と
て
も
き
れ

い
で
、
た
め
息
が
出
ま
し
た
。

　

空
港
か
ら
ホ
ス
ト
校
で
あ
る
ボ
マ

デ
リ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
行
き
ま

し
た
。
校
舎
は
大
き
く
て
、
中
は
迷

路
み
た
い
で
す
。
私
の
バ
デ
ィ
は
３

人
で
、
タ
リ
ア
さ
ん
、
デ
カ
ラ
さ
ん
、

パ
ト
リ
シ
ア
さ
ん
で
す
。
私
と
同
じ

13
歳
で
す
。
今
回
私
は
タ
リ
ア
さ
ん

の
お
宅
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
タ

リ
ア
さ
ん
の
ご
両
親
と
弟
が
２
人
、

妹
が
１
人
、
ペ
ッ
ト
が
８
匹
の
に
ぎ

や
か
な
一
家
で
、
私
は
す
ぐ
に
仲
良

く
な
り
ま
し
た
。
夕
食
の
肉
と
ス
パ

ゲ
テ
ィ
は
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
私
は
も
う
お
腹
い
っ
ぱ
い
な

の
に
み
ん
な
と
て
も
た
く
さ
ん
食
べ

る
の
で
、
驚
き
ま
し
た
。
日
本
か
ら

の
お
土
産
は
、
扇
子
や
手
ぬ
ぐ
い
、

お
は
じ
き
を
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
オ
ー
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」
と
、

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

次
の
日
、
タ
リ
ア
さ
ん
と
学
校
へ

行
く
と
み
ん
な
が
近
づ
い
て
き
て
質

問
を
さ
れ
ま
し
た
。
一
番
多
い
質
問

が
、「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
気
に

入
り
ま
し
た
か
」で
す
。「
イ
エ
ス
！
」

と
答
え
る
と
、
み
ん
な
ニ
ッ
コ
リ
笑

い
友
達
に
な
り
ま

し
た
。
男
子
と
女

子
は
仲
が
よ
く
て
、

日
本
み
た
い
に
恥

ず
か
し
が
っ
た
り

し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
に
も
、

ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
君
、

ケ
ビ
ン
君
の
男
の

子
の
友
達
が
で
き

ま
し
た
。
ケ
ビ
ン

君
か
ら
折
り
紙
の

兜
を
も
ら
い
ま
し

た
。
上
手
に
折
る

の
で
日
本
人
の
私

は
少
し
恥
ず
か
し

か
っ
た
で
す
。
授

業
中
、
お
菓
子
を

食
べ
て
い
る
人
や
ピ
ア
ス
を
し
て
い

る
人
と
か
、
聖
中
で
は
考
え
ら
れ
な

い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。で
も
、

全
員
が
発
言
を
し
て
自
分
の
意
見
を

は
っ
き
り
言
っ
て
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。
明
る
く
て
楽
し
い
ク
ラ
ス
で

し
た
。
英
語
で
受
け
る
授
業
は
、
先

生
の
話
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
落
ち
着
い
て
黒
板
の
字

を
読
ん
で
い
く
と
、
分
る
こ
と
も

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

　

休
日
に
タ
リ
ア
さ
ん
一
家
は
動
物

園
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

カ
ン
ガ
ル
ー
と
コ
ア
ラ
は
、
葉
っ
ぱ

を
食
べ
て
い
て
と
て
も
か
わ
い
い
と

思
い
ま
し
た
。
12
日
間
の
間
、
い
ろ

ん
な
人
に
出
会
い
、
美
し
い
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
自
然
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
お
別
れ
の
時
、
哀
し
く

て
泣
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
記
念

に
ア
ル
バ
ム
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に

い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
も
っ

と
英
語
を
勉
強
し
て
ま
た
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

I had a great tim
e 
in A
ustralia!

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
　
　
　
　

語
学
研
修

２
年　

近
藤　

貴た
か

純ず
み

さ
ん

　

今
年
の
夏
休
み
の
思
い
出
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
に
行
っ
た
こ

と
で
す
。

　

聖
籠
町
の
中
学
生
対
象
の
語
学
研

修
で
８
月
１
日
に
出
発
し
て
、
８
月

２
日
（
水
）
か
ら
11
日
（
金
）
ま
で

の
10
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ

ド
ニ
ー
に
滞
在
し
ま
し
た
。
語
学
研

修
な
の
で
シ
ド
ニ
ー
のBom

aderry 
H
igh School

と
い
う
学
校
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
通
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
行
く
前
ま
で
は
緊
張
や
不

安
な
ど
は
な
く
、
凄
く
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

１
日
は
、
１
日
中
移
動
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
は
２
日
の
朝
７
時
こ
ろ

に
着
い
て
、
さ
ら
に
空
港
か
ら
バ
ス

で
現
地
の
学
校
ま
で
３
〜
４
時
間
ほ

ど
移
動
し
ま
し
た
。
学
校
に
近
づ
く

に
つ
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
ド
キ
ド
キ
し

て
帰
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
１
時
ご

ろ
学
校
に
着
き
ま
し
た
。
着
い
た
ら

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
や
バ
デ
ィ

（
そ
の
子
と
同
じ
授
業
を
行
う
）
と

対
面
し
ま
し
た
。
第
一
印

象
は
良
さ
そ
う
な
人
た
ち

で
し
た
。
で
も
い
き
な
り

英
語
な
の
で
何
を
言
っ
て

い
る
か
あ
ま
り
分
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
簡
単
な

言
葉
は
聞
き
取
れ
た
の
で
、

恥
ず
か
し
い
と
思
い
な
が

ら
も
答
え
た
ら
通
じ
て
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
学
校
の

子
供
達
が
20
人
く
ら
い

寄
っ
て
き
て
色
々
聞
か
れ

ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
答

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

家
に
帰
っ
て
、
夕
飯
を
食

べ
た
後
に
日
本
か
ら
持
っ

て
き
た
お
土
産
を
渡
し
た

り
、
日
本
の
こ
と
を
紹
介
し
た
り
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
緊
張
し
て

な
か
な
か
言
い
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
辞
書
な
ど
を
使
っ
て
一
応
で
き

ま
し
た
。
喜
ん
で
も
ら
っ
て
苦
労
し

た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
緊
張
の
せ

い
か
、
８
時
か
９
時
ご
ろ
に
い
つ
も

寝
て
い
ま
し
た
。
寝
る
と
き
に
い
つ

も
反
省
と
明
日
の
目
標
を
決
め
て
寝

ま
す
が
、
日
本
の
こ
と
を
思
っ
て
し

ま
う
と
、
泣
き
な
が
ら
寝
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
軽
く
ホ
ー

ム
シ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
で
す
。

　

次
の
日
、
日
本
の
友
達
に
会
え
た

と
き
は
物
凄
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

学
校
で
は
英
語
が
た
く
さ
ん
で
、
一

部
の
先
生
は
カ
タ
コ
ト
の
日
本
語
を

少
し
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
い

う
先
生
は
会
話
が
し
や
す
か
っ
た
で

す
。
授
業
は
英
語
だ
ら
け
で
何
も
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
数
学
は
簡
単

だ
っ
た
の
で
普
通
に
計
算
し
て
い
る

と
、
周
り
の
人
た
ち
が
驚
い
て
い
る

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
出
来

た
友
達
と
話
し
て
い
て
、
答
え
ら
れ

な
い
と
い
や
な
顔
を
さ
れ
、
落
ち
込

ん
だ
り
し
ま
し
た
が
、
１
週
間
ほ
ど

す
る
と
、
学
校
の
習
慣
に
も
慣
れ
、

会
話
に
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て
、
自
分
か

ら
話
す
こ
と
が
結
構
容
易
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

休
み
の
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
動
物
園
へ
行
っ
た
り
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
友
達
と
ボ
ー
リ
ン
グ
へ

行
っ
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
こ

の
休
み
の
日
だ
け
で
持
っ
て
い
っ
た

カ
メ
ラ
を
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
た
く
さ
ん

貰
い
ま
し
た
。

　

引
率
の
本
間
先
生
か
ら
、「
後
半

年
く
ら
い
生
活
し
て
い
れ
ば
英
語
が

ペ
ラ
ペ
ラ
に
話
せ
る
よ
う
に
な
る
」

と
聞
い
て
、「
帰
る
の
は
も
っ
た
い

な
い
な
ぁ
」
高
校
に
な
っ
た
ら
海
外

留
学
し
た
い
な
ぁ
、
な
ど
と
思
い
ま

し
た
。

　

学
校
最
後
の
日
（
10
日
）
の
授
業

後
、
夕
方
か
ら
『
さ
よ
な
ら
パ
ー

テ
ィ
ー
』
を
し
ま
し
た
。
校
長
先
生

か
ら
卒
業
証
書
の
よ
う
な
も
の
を
貰

い
、
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。
昨
晩

苦
労
し
て
考
え
て
き
た
の
で
安
心
で

し
た
。
み
ん
な
で
最
後
の
遊
び
と
し

て
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
汗
を
か
い
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。「
皆
と
別
れ
る
時
泣
く
の
か
な
」

と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
そ
う
で
も
な

く
楽
し
い
別
れ
方
で
し
た
。

　

前
半
、
学
校
に
来
た
時
、「
も
う

帰
り
た
い
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
た
の

に
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
と
き
は
、「
ま

だ
い
た
い
な
」と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

凄
く
い
い
体
験
を
し
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

１
日
の
出
発
前
、
目
標
を
一
人
ず

つ
言
っ
て
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。
僕

の
目
標
と
は
「
日
本
に
帰
っ
て
く
る

ま
で
に
、
英
語
に
自
信
を
つ
け
て

帰
っ
て
き
ま
す
」
で
し
た
。
帰
っ
て

き
た
時
、
一
応
こ
の
目
標
は
達
成
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

自
分
か
ら
相
手
に
英
語
を
話
せ
る
し
、

分
ら
な
い
時
は
「
分
り
ま
せ
ん
」
と

は
っ
き
り
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
で
す
。

I can speak a little E
nglish 

now
adays.

今
ま
で
の
生
涯
で
一
番
の
夏
休
み
で

し
た
。
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聖
籠
町
国
保
診
療
所　

所
長　

丸
山
貴
広

　

秋
は
文
化
祭
な
ど
芸
術
活
動
が
盛

ん
な
時
期
で
す
。
さ
て
、
来
る
11
月

12
日
（
日
）
に
地
域
社
会
振
興
財
団

と
い
う
自
治
医
科
大
学
の
関
連
団
体

が
中
心
に
な
り
、
テ
レ
ビ
電
話
会
議

が
町
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
会
議
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
主
催
団
体
に
つ
い
て
〉

　

自
治
医
科
大
学
は
、
地
域
医
療
を

行
う
医
師
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
各
都
道
府
県
が
出
資
し
て
設
立
さ

れ
た
大
学
で
す
。
そ
の
大
学
内
に
あ

る
地
域
社
会
振
興
財
団
は
、
僻
地
な

ど
の
地
域
社
会
が
か
か
え
る
諸
問
題

を
研
究
し
、
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
ま
し

た
。

〈
テ
レ
ビ
電
話
会
議
に
つ
い
て
〉

　

毎
年
財
団
が
中
心
に
な
り
、
２
カ

所
の
地
域
を
電
話
回
線
で
結
ん
で
、

保
健
・
医
療
・
行
政
の
関
係
者
が
自

分
た
ち
の
地
域
医
療
・
福
祉
を
紹
介

し
ま
す
。
そ
し
て
、
住
民
の
方
々
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
お
互
い
の
地

域
の
現
状
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
す
。
会
議
当
日
は
自
治
医

科
大
学
か
ら
地
域
医
療
学
教
室
の
梶

井
教
授
も
参
加
し
ま
す
。
今
年
は
聖

籠
町
と
岐
阜
県
郡
上
市
の
会
場
を
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
で
結
ん
で
、
大
型
画
面

の
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
会
議
を
行
い

ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
進
行
に
な
る
か
は
当

日
の
お
楽
し
み
で
す
。
他
の
地
域
を

知
る
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
に

つ
い
て
考
え
る
い
い
機
会
と
な
る
は

ず
で
す
。

〈
何
を
話
し
合
う
の
で
す
か
？
〉

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
私
た
ち
の
こ

れ
か
ら
の
地
域
医
療
づ
く
り
」で
す
。

地
域
医
療
は
、
医
療
行
為
だ
け
で
な

く
、
皆
さ
ん
の
普
段
の
生
活
に
も
深

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
高

血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

は
、
薬
だ
け
飲
ん
で
い
て
も
改
善
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
体
は
健
康
で
も
心

の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
せ
ば
、
体
調
を
崩

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
は
、「
ゆ
り

か
ご
」
か
ら
「
墓
場
」
ま
で
皆
さ
ん

の
生
活
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す

（
出
産
か
ら
予
防
接
種
、検
診
、治
療
、

介
護
、
死
亡
確
認
ま
で
）。
今
回
の

会
議
で
、
今
後
の
町
の
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
向
上
の
た
め
に
よ
い
ヒ
ン
ト

が
見
つ
か
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

な
じ
み
の
薄
い
言
葉
が
会
議
に
出

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ

は
聞
き
流
し
て
構
い
ま
せ
ん
。

　

保
健
、
医
療
、
福
祉
に
関
心
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
何
か
ご
意
見

の
あ
る
方
は
、
発
言
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
会
議
後
に
そ
っ
と
関
係
者
に

教
え
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す

よ
。

〈
参
加
費
、
時
間
〉

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
聖
籠
町
で

生
活
を
さ
れ
て
い
る
か
勤
務
さ
れ
て

い
る
方
で
、
医
療
・
福
祉
に
興
味
の

あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
日　

時

　

11
月
12
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

■
場　

所

　

聖
籠
町
町
民
会
館
（
小
ホ
ー
ル
）

役
場
町
民
課

☎
２
７
―
２
１
１
１

　
（
内
線
１
１
３
）

テレビ電話会議についてテレビ電話会議について
―私たちのこれからの地域医療づくり―

聖籠町

岐阜県
郡上市

ISDN

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ
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「
体
力
」
は
、
単
に
運
動
す
る
た

め
だ
け
で
な
く
、
心
や
体
の
健
康
を

維
持
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
充
実
し

た
生
活
を
送
る
た
め
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
交
通
機
関
の
発

達
、
子
ど
も
の
生
活
の
変
化
を
背
景

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
低
下

が
明
ら
か
に
な
り
、
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

聖
籠
町
の
子
ど
も
た
ち
の
体
力
も

下
降
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

聖
籠
町
教
育
委
員
会
は
、
平
成
16

年
度
か
ら
18
年
度
ま
で
の
３
年
間
、

文
部
科
学
省
の
委
嘱
を
受
け
、
小
学

校
を
対
象
に
「
子
ど
も
の
体
力
向
上

推
進
事
業
」を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
事
業
の
３
年
目
、
最
終

年
度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
２
年
間
で
、
聖
籠
町

の
小
学
生
の
体
力
は
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

左
の
二
つ
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
16

年
度
・
17
年
度
の
聖
籠
町
の
子
ど
も

た
ち
の
体
力
テ
ス
ト
結
果
と
平
成
16

年
度
の
全
国
の
体
力
テ
ス
ト
の
平
均

と
比
較
し
た
も
の
で
す
。（
グ
ラ
フ

実
践
地
域
は
聖
籠
町
）

　

平
成
16
年
度
は
、
男
女
と
も
全
国

平
均
を
下
回
る
種
目
が
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
平
成
17
年
度
で
は
、
一
部

の
種
目
を
除
き
全
国
平
均
を
上
回
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
２
年
間

で
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
は
確
実
に

向
上
し
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

　

体
力
づ
く
り
は
、
体
力
の
向
上
の

み
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
学
力
の
向

上
に
も
波
及
し
ま
す
。

　

子
ど
も
に
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ

た
い
と
願
っ
て
も
、
そ
れ
を
受
け
入

れ
る
力
が
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
い

て
い
な
け
れ
ば
効
果
が
上
が
り
ま
せ

ん
。
病
気
に
な
っ
た
時
や
身
体
が
だ

る
い
時
に
何
も
す
る
気
が
出
な
い
、

頑
張
り
が
き
か
な
い
こ
と
を
考
え
て

み
る
と
分
か
り
ま
す
。
学
力
向
上
の

た
め
に
は
、
健
康
と
そ
れ
を
支
え
る

基
本
的
な
体
力
が
備
わ
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
遠
回
り
で

す
が
、
学
力
向
上
に
は
、
体
力
づ
く

り
も
大
き
な
関
係
が
あ
る
の
で
す
。

　

本
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活

習
慣
（
食
習
慣
、
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム

の
時
間
・
睡
眠
等
）
の
改
善
に
も
大

き
な
目
的
が
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣

が
改
善
さ
れ
る
こ
と
で
、
体
力
の
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
生

活
習
慣
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

家
庭
学
習
の
時
間
確
保
・
子
ど
も
た

ち
が
授
業
を
受
け
る
心
身
の
状
態
が

整
い
、
学
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
生
活
習
慣
に
つ
い

て
は
、
家
庭
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不

可
欠
に
な
り
ま
す
。

　

心
身
と
も
に
健
康
な
子
ど
も
を
目

指
し
、
運
動
習
慣
の
確
立
、
生
活
習

慣
の
改
善
、
環
境
整
備
に
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

男子　平成17年度と平成16年度及び全国平均の比較

35

40

45

50

55

60
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

実践地域（H17）
実践地域（H16）全学年
全国平均（H16）

実践地域（H17）
実践地域（H16）全学年
全国平均（H16）

女子　平成17年度と平成16年度及び全国平均の比較

35

40

45

50

55

60
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

聖籠町小学生の体力が聖籠町小学生の体力が
大きく向上大きく向上

聖籠町小学生の体力が聖籠町小学生の体力が
大きく向上大きく向上

体力づくり・生活習慣の改善は
学力向上の基盤
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交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と
は

　

役
場
生
活
環
境
課

☎
２
７―

１
９
６
２

（
直
通
）

交交 通
安 全
交 通
安 全
Ｎ
ＥＷＳ
vol. 55

町の交通事故

発生状況
区分

年

９月 １月～９月

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成18年 3 0 5 65 0 95

平成17年 12 1 15 94 2 131

増　減 －9 －1 －10 －29 －2 －36

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
合
わ

せ
９
月
26
日
に
町
内
一
斉
街
頭
指
導

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

指
導
し
た
の
は
交
通
安
全
協
会
聖

籠
支
部
、
交
通
安
全
母
の
会
、
交
通

安
全
指
導
員
、
新
発
田
警
察
署
、
町

関
係
者
約
１
２
０
人
。
小
中
学
校
に

通
う
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
し
、

交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
「
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
」

を
守
る
指
導
や
呼
び
か
け
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
運
動
期
間
中
は
各
種
団
体

が
交
通
事
故
防
止
の
た
め
様
々
な
取

組
み
を
行
い
ま
し
た
。

▲一斉街頭指導

▲プラント４での呼びかけ
▲ シートベルト・チャイルド
シート着用指導

　

飲
酒
運
転
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
な
ら
」「
見
つ
か

ら
な
け
れ
ば
」
な
ど
と
い
う
気
持
ち

が
、
一
生
か
か
っ
て
も
償
え
な
い
ほ

ど
の
重
大
な
事
故
を
引
き
起
こ
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
を
〝
絶
対
し
な
い
〞
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
運
転
者
に
飲
酒
を

す
す
め
る
こ
と
も
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

 　
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な

ら
飲
ま
な
い
」を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

●
道
路
横
断
時
に
お
け
る

　

左
右
の
安
全
確
認
を
徹
底
し
よ
う

●
高
齢
者
が
道
路
横
断
中
の
交
通
事

故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
道
路
を

横
断
す
る
時
は
、
横
断
歩
道
を
渡
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
車
両
の
直
前
直

後
の
横
断
は
や
め
、
左
右
の
安
全
を

十
分
に
確
認
し

て
横
断
し
ま

し
ょ
う
。

●
暗
く
な
っ
て

か
ら
外
出
す
る

と
き
は
、
明
る

い
服
装
を
心
が

け
る
と
と
も
に
、
夜
光
反
射
材
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯
を
！

● 

夕
暮
れ
時
は
、
周
り
の
風
景
が
ぼ

ん
や
り
と
見
え
、
運
転
者
、
歩
行

者
と
も
お
互
い
の
姿
が
見
え
に
く

く
、
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
間

帯
で
す
。

● 

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、「
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
」
で
、
自
分
が
「
見
る
」

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
を
「
見

せ
る
」
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

● 

夜
間
に
対
向
車
や
外
の
車
、
歩
行

者
等
が
い
な
い
時
は
、
ラ
イ
ト
は

「
上
向
き
」
が
基
本
で
す
。
ラ
イ

ト
を
こ
ま
め
に
切
替
え
て
運
転
し

ま
し
ょ
う
。

◆ 

高
齢
者
マ
ー
ク
を
つ

け
た
車
を
見
つ
け
た

ら
、
速
度
を
落
と
す

な
ど
し
て
、
や
さ
し

さ
と
思
い
や
り
の
あ

る
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
運
動
実
施
中

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
運
動
実
施
中
（
11
月
30
日
ま
で
）
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産
業
観
光
課

 

９
月
24
日
（
日
）

● 

聖
籠
町
育
樹
祭

　
　

好
天
に
め
ぐ
ま
れ
実
施

　
「
育
も
う
心
の
樹
、
育
て
よ
う
緑

の
保
安
林
」
を
合
言
葉
に
、
爽
や
か

な
秋
晴
れ
の
も
と
、
網
代
浜
海
岸
の

砂
防
林
で
育
樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

地
元
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を

は
じ
め
関
係
機
関
か
ら
約
１
０
０
人

が
参
加
し
、
松
の
木
の
間
引
き
や
枝

打
ち
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
育
樹
祭
は
、保
安
林
の
保
護
、

育
成
を
目
的
に
行
う
も
の
で
、
植
樹

祭
で
植
樹
し
た
松
の
木
を
数
年
後
に

そ
の
生
育
環
境
を
良
好
に
保
つ
た
め

間
引
き
や
、
枝
打
ち
を
広
く
町
民
の

方
々
に
体
験
し
て
頂
き
、
緑
の
大
切

さ
を
実
感
し
、
森
林
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
整
備
課

● 

弁
天
潟
に
白
鳥
を
迎
え
る
準
備
を

し
ま
し
た

　

今
年
も
地
元
の
蓮
野
研
究
会
に
蓮

刈
り
を
お
願
い
し
て
、
白
鳥
を
迎
え

る
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
蓮
野
小
学
校
の
３
年
生
が

弁
天
潟
で
蓮
野
研
究
会
な
ど
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
蓮
刈
り
体
験
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

弁
天
潟
を
訪
れ
る
白
鳥
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
町
民
の
期
待
に
応
え
て
、

今
年
も
よ
り
多
く
の
白
鳥
が
飛
来
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
冬
期
、
弁
天
潟

に
は
白
鳥
の
ほ
か
に
も
多
く
の
渡
り

鳥
が
羽
を
休
め
る
た
め
飛
来
し
て
き

て
い
ま
す
。

　

今
冬
も
、
こ
の
白
鳥
た
ち
の
た
め

に
、餌
付
け
用
の
「
し
い
な
米
」「
パ

ン
」「
茶
が
ら
」
等
を
集
め
て
い
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
活
環
境
課

 

10
月
15
日
（
日
）

● 

聖
籠
町
消
防
演
習
開
催

　

秋
晴
れ
の
10
月
15
日
（
日
）
に
町

消
防
演
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
演
習
は
、
消
防
団
員
の
資
質
向
上

と
有
事
に
備
え
た
機
動
力
の
強
化
を

目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
消
防
団
活
動
の
基
本
と

な
る
規
律
訓
練
を
は
じ
め
、
全
28
班

が
行
う
消
防
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
に

よ
る
実
践
放
水
、
蓮
野
集
落
内
の
分

列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消

防
団
員
が
真
剣
に
操
法
な
ど
に
取
り

組
む
姿
は
、
ま
さ
に
火
災
現
場
で
の

消
火
活
動
で
あ
り
、
人
命
、
財
産
を

必
ず
守
る
と
い
う
意
欲
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
消
防
活
動
に
お

い
て
功
績
・
功
労
の
あ
っ
た
61
名
が

表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
教
育
課

 

９
月
26
日
（
火
）

● 

第
９
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

定
例
会
開
催

・ 

聖
籠
町
教
育
委
員
会
職
員
の
社
会

教
育
主
事
の
併
任

・ 

聖
籠
町
地
域
学
校
保
健
委
員
会
設

置
要
綱
の
制
定

・ 

新
潟
県
同
和
連
絡
協
議
会
加
盟

　

以
上
の
３
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

・
家
庭
、
地
域
教
育
審
議
会

・
町
立
図
書
館
の
環
境
整
備
等

　

以
上
の
２
項
目
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

９
月
29
日
（
金
）

●
聖
籠
町
農
業
委
員
会

　

第
19
期
第
31
回
総
会

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
譲

受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
利

用
権
設
定
申
出
審
査
に
つ
い
て

　

以
上
の
３
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動
な
ど

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当

課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

町
の
動
向

町
の
動
向

町
の
動
向

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ
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《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター

◆心配ごと相談
　15日㈬　12月６日㈬
◆弁護士相談（要予約）
　24日㈮
町社会福祉協議会

☎27－6767
◆行政相談
　７日㈫
役場総務課（内線223）

◆乳幼児健康診査・各種学級
○育児学級
　７日㈫午後１時30分～
○妊婦学級
　14日㈫午前９時30分～
○２歳児親子歯科健診
　20日㈪午後１時15分～
○乳児健診
　24日㈮午後１時15分～
○３歳児健診
　30日㈭午後１時15分～
◆各種予防接種
　（受付は午後１時10分からです）
○三種混合予防接種
　16日㈭午後１時40分～
○ポリオ予防接種
　28日㈫午後１時40分～

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

INFORMATION
お
し
ら
せ

お問い合わせ先
町　役　場 ☎２７－２１１１
町 民 会 館 ☎２７－２１２１
図　書　館 ☎２７－６１６６
保健福祉課（保健福祉センター内）

☎２７－６５１１
診　療　所 ☎２７－１２３４

11 月 の 行 事

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

11
月

3
日
・ 

文
化
祭
開
祭
式

　
　

・
文
化
の
日
記
念
式
典

6
日
・ 

暴
力
団
追
放
・
銃
器
根
絶
県

民
大
会

7
日
・ 

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
府
県
町
村
会

長
会
議

8
日
・ 

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

9
日
・ 

聖
籠
町
長
寿
文
化
研
修

13
日
・ 

第
３
回
新
潟
県
中
心
市
街
地

活
性
化
検
討
委
員
会

14
日
・ 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

設
立
準
備
委
員
会

　
　

・
地
方
財
政
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

17
日
・
下
水
道
整
備
促
進
全
国
大
会

20
日
・ 

町
村
会
正
副
会
長
会
議
・
役
員

会

　
　

・
除
雪
対
策
会
議

24
日
・ 

広
域
関
係
議
会
定
例
会

25
日
・ 

蓮
潟
老
人
ク
ラ
ブ
敬
老
会

27
日
・ 

広
域
関
係
議
会
定
例
会

28
日
〜
12
月
1
日

　
　

・ 

全
国
町
村
長
大
会
他

　聖籠町職員採用試験を次のとおり行います。
１．採用試験区分
　平成19年度採用の聖籠町職員中級（幼稚園教諭・保育士）試験
●試験区分、受験資格、採用予定人数
試験区分 職　種 受験資格 採用人数

中級試験 幼稚園教諭
保育士

昭和58年４月２日以降に生まれた方で、幼稚園教諭
及び保育士資格を両方有する方、又は平成19年３月
までに取得見込みの方

若干名

２．申込期限
　平成18年11月27日㈪午後５時までに｢試験申込書｣を聖籠町役場総務課に提出
してください。郵送による提出も可能です。
　｢試験申込書｣、｢試験案内｣は、役場総務課にあります。郵送により申込書等
を請求する場合は、封筒の表に「中級試験受験申込書請求」と朱書きし80円切
手を同封してください。
　また、聖籠町のホームページからも取得できます。
　ホームページアドレス　http：// www.town.seiro.niigata.jp

３．試験結果の通知・採用
・第一次試験結果通知／平成19年２月下旬予定
・最終合格通知／平成19年３月上旬予定
・ 試験結果は、受験者全員に対して通知し、採用は平成19年４月１日を最初の
採用の日とします。

４．試験の日時、場所、試験内容
区 分 日　　　時 場　　所 試験内容

第１次
試験

平成19年１月28日㈰
・受付時間　午前９時から９時40分まで
・試験開始　午前10時

聖籠町役場
教養試験
一般性格診断検査
専門試験

第２次
試験

平成19年３月上旬予定
（日時は第１次試験合格者に通知） 聖籠町役場 面接試験

作文試験

５．給与
　給与は聖籠町職員の給与に関する条例の規定により支給します。
　給料は、20歳短大卒で月額151,000円（税等込み）の見込みです。ただし、
採用時には、この額が変更されることがあります。また、この他に期末手当、
勤勉手当及び状況により扶養手当、通勤手当等が支給されます。

お問い合わせ先
　聖籠町役場総務課職員採用担当　☎２７－２１１１　内線２２４

聖籠町職員採用試験実施 保育士・幼稚園教諭

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ
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　母子家庭のお母さんの家庭状況、職業能力の
適正、就業経験などに応じて、専門の就業支援
員による就業相談を実施します。お気軽に相談
してください。
聖籠町保健福祉センター
11月18日（土）
　午前11時～午後４時
■申し込み方法
　11月17日までに就業・自立支援センター 
☎０２５－２８１－５５８７まで申し込みくだ
さい。 申し込み時に、お名前と相談希望時間、
連絡先をお聞きします。

母子家庭のお母さんの
就業相談を実施します

　飲酒運転による交通事故等が社会問題となっている中、
町職員の飲酒運転に厳しく対応し、飲酒運転の根絶に寄
与するため、懲戒処分の基準を見直しました。
　見直した内容は次のとおりです。

・ 飲酒運転をして人身事故、物損事故を起こした場合…
「免職」
・ 酒酔い運転又は酒気帯び運転で検挙された場合…
　「免職、停職」
・ 飲酒運転と知りながら同乗した場合、又は飲酒運転に
なることを知りながら飲酒を勧めた場合…
　「免職、停職、減給」

　飲酒運転が非常に危険な行為で絶対してはいけないこ
とを再認識し、全職員が今一度、襟を正し、飲酒運転根
絶に寄与していきたいと思います。
役場総務課
　☎２７－２１１１（内線２２４）

聖籠町職員の
飲酒運転の懲戒処分を厳罰化

　下の図面に表示した箇所の下水道工事を行います。大
変ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします。

下水道工事でご迷惑をおかけし
ますが、ご協力をお願いします

■下水道工事予定期間　11月上旬～３月下旬
■通行規制形態　車両通行止め
役場上下水道課
　☎２７－２１１１（内線３４２）
　担当：宮澤・稲田

●児童扶養手当
　父母の離婚などにより、父と生計を同じくし
ていない児童の健やかな成長を願い、児童が育
成される家庭の生活の安定と自立の促進のため
に支給する制度です。
※ 児童とは…18歳に達する日以後の最初の３月
31日までの間にある児童（障害児は20歳未満）
●特別児童扶養手当
　心身に障害のある20歳未満の児童を監護して
いる父母、または養育者に支給される制度です。
聖籠町保健福祉課児童障害福祉担当
　☎２７－６５１１

ご存知ですか
「児童扶養手当」・

「特別児童扶養手当」

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ
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ガリレオ振動トレーニングマシン
第４回体験者募集!!

「ガリレオ」に乗って皆で元気になろう!

　平成17年４月から「個人情報保
護法」が施行され、プライバシー
保護の観点や各種証明書不正取得
による悪用を防止するため、これ
まで以上の個人情報保護が求めら
れています。
　町民課では、これらの要望に応
えるため各種証明書窓口請求時に
おきまして、次のとおり本人確認
を実施しますので、ご理解とご協
力をお願いいたします。
◆期　日　11月１日から
◆ 内　容　戸籍・住民票・印鑑証
明書等で窓口請求に来庁された
方の本人確認を行います。

◆ 提示書類　免許証・パスポート・
保険証等、来庁者の身分を確認
出来るものを提示していただき
ます。
役場町民課
　☎２７－２１１１
　（内線１１１・１１２）

戸籍・住民票・印鑑
証明等証明書請求時
に窓口に来られた方
の本人確認をします

　「ガリレオ」教室も４期生となりました。「ガリレオ」は乗るだけで、
振動による運動が足腰を丈夫にします。
　冬場の運動不足の時期、利用してみませんか。足や腰がわるくて散
歩などができない人こそ効果てきめんです。「足上がりが軽くなって
歩きやすくなった。」と喜ばれています。
65歳以上　定員50名
聖籠町保健福祉センター

・実施期間　12月14日（木）～３月16日（金）
・申込締切　11月10日（金）
・申 込 先
　聖籠町保健福祉センター内 地域包括支援センター　片桐
　☎２７－６５２１
・申込者には後日案内文を送付いたします。

※「アクティブ88」とは「88歳まで現役で活動しよう!!」の意味です。

　下越地方で、カセットボンベが原因と思われるごみ収集車の火災事
故が発生しています。
　スプレー缶、カセットボンベ等は、きちんと処理しないと火災・爆
発事故などの原因となり危険ですので、下記のルールを守って分別し
てください。
● 中身は必ず使い切ってから出して下さい。
● 火の気のないところで、缶に穴をあけてか
ら出してください。

●空き缶類に分類してください。
役場生活環境課

　☎２７－２１１１（内線２８３）

スプレー缶等の分別は
ルールを守って

―火災事故が多発しています－
　経営セーフティ共済は、取引先
の突然の倒産が原因で、経営悪化
の危機に直面してしまったときに
資金を借り入れることができる制
度で、中小企業を守るために国が
つくった共済制度です。
　無担保・無保証人で、積み立て
掛金の10倍の範囲内（最高3,200
万円）で被害額相当の共済金が借
入れ可能です。毎月の掛金も税法
上、必要経費または捐金に算入で
きます。
聖籠町商工会
　☎２７－２０７８

経営セーフティ
共済のご案内

（中小企業倒産防止共済制度）

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

ボク88歳
ガリレオに乗って
何か体の調子がい
いみたい
アクティブ88

私片桐さんの健
康の話を楽しみ
にしています 
アクティブ88

私82歳
ガリレオに乗っ
てますます元気
アクティブ88
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月の届出
げんきなよい子

出生
赤ちゃん 保護者 行政区

龍
りゅうのすけ
之介ちゃん （ 田中　　厚 ） 二本松

里
り
夢
む
音
ね
ちゃん （ 高松　俊哉 ） 亀　塚

妃
き
　咲

さき
ちゃん （ 細貝　恵一 ） 網代浜

憲
けん
　臣

しん
ちゃん （ 田中　一臣 ） 亀　塚

華
か
　音

のん
ちゃん （ 青島　忠司 ） 正　庵

沙
さ
　織

おり
ちゃん （ 和田　光央 ） 亀　塚

悠
ゆう
　生

せい
ちゃん （ 佐藤　一則 ） 別　條

友
ゆ
　愛

い
ちゃん （ 大野　達矢 ） 苔　沼

莉
り
　子

こ
ちゃん （ 武田　達矢 ） 亀　塚

　彰
あきら
　ちゃん （ 宮澤　　学 ） 網代浜

菜
な
々
な
子
こ
ちゃん （ 坂上　祥之 ） 二本松

新郎・新婦 行政区

小　川　光
みつ

　則
のり

さん｝ 山大夫
（溝口）　　　恵

めぐみ

さん

小　林　孝
たか

　光
みつ

さん｝ 亀　塚
（片山）　友

ゆ

香
か

里
り

さん

堀　　　秀
しゅう

　一
いち

さん｝ 次第浜
（田原）　香

か

　織
おり

さん

渡　辺　幸
こう

　樹
き

さん｝ 網代浜
（遠藤）　容

やす

　子
こ

さん

幸多い人生を
婚姻

氏　名 年齢 行政区

加　藤　信
しん
　作

さく
さん （76歳） 蓮　野

渡　辺　ムツエさん （89歳） 山大夫

斎　藤　良
よし
　夫

お
さん （86歳） 蓮　潟

加　藤　勘
かん
　司

じ
さん （90歳） 蓮　野

青　木　　　進
すすむ
さん （63歳） 藤　寄

皆　川　玉
たま
　枝

え
さん （81歳） 亀　塚

吉　井　義
よし
　民

たみ
さん （70歳） 丸　潟

吉　川　悌
てい
　子

こ
さん （68歳） 次第浜

折　笠　ヨシミさん （76歳） 山　倉

石　井　吉
きち
　藏

ぞう
さん （103歳） 網代浜

小　林　吉
よし
　三

ぞう
さん （77歳） 杉谷内

ごめいふ
くをお祈りします
死亡

（注１） 届出の際にご承諾の押印をいただいた方
のみ掲載しております。

（注２） 略した文字で掲載している場合がありま
す。戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

11
月
25
日
（
土
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
2
時

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

大
人
五
〇
〇
円

■ 

定　

員　

40
名
（
先
着
順
。
定
員

に
達
し
次
第
締
め
切
）

　

町
で
は
中
国
黒
龍
江
省
か
ら
新
潟

大
学
な
ど
へ
留
学
し
て
い
る
皆
さ
ん

を
招
い
て
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
も
毎
年
大
好
評
の
、「
ぎ
ょ

う
ざ
づ
く
り
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

中
国
風
手
づ
く
り
ぎ
ょ
う
ざ
を
あ
な

た
も
一
緒
に
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん

か
！

　

家
族
ぐ
る
み
の
参
加
も
大
歓
迎
！

参
加
希
望
の
方
は
役
場
総
務
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

中
国
風
ぎ
ょ
う
ざ

　
　

お
い
し
い
で
す
よ
！

役
場
総
務
課

　
　

国
際
交
流
担
当

　
　

☎
２
７
―
２
１
１
１

　
　
（
内
線
２
２
６
）

▲昨年の交流会のようす

入　札　結　果
入札日　H18.9.21～10.3

件　　名 場　所 契約額
（円） 業 者 名

納入完了日又は
工事（委託）
期間最終日

1
改第１号　網代浜
山辺川線道路改良
工事

聖籠町大字
網代浜地内 18,270,000 曽根建㈱ 平成19年３月23日

2
公下工第16号　杉
谷内651号管渠整
備工事

聖籠町大字
次第浜地内

（ 不調により
随意契約）
5,775,000

㈲入山建設 平成18年12月30日

3
路第２号　次第浜
阿房堀線道路路線
測量業務委託

聖籠町大字
次第浜地内 1,449,000 ㈱岩測設計 平成18年12月27日

4 レントゲン撮影台購入
聖籠町国民健
康保険診療所 1,732,500

富士フイルムメ
ディカル㈱
新潟営業所

平成18年10月31日

5
公下工第55号　杉
谷内公共汚水桝設
置工事
（その３）

聖籠町大字
次第浜地内 4,725,000 加賀田・市川特定共同企業体 平成19年１月２日

6
改第10号　網代浜
山辺川線道路改良
工事
（その２）

聖籠町大字
網代浜地内 14,070,000 ㈱丸昭工務店 平成19年３月26日

7
改第８号　次第浜
網代浜線外土地区
画整理事業接続道
路築造工事

聖籠町大字
次第浜地内 9,450,000 ㈱岩村組聖籠支店 平成19年２月25日

参加参加
してみませんかしてみませんか

中
国
留
学
生
と
の

中
国
留
学
生
と
の

9
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敬和学園大学 講演会
「生きる上での希望と欲望」

－生きかた上手－
12月９日（土）
　午後２時～午後４時
　（開場：午後１時30分）
新発田市民文化会館 大ホール
■講師：日野原　重明氏
　　　　（ 聖路加国際病院理事長・

同名誉院長）
 95歳を超える今も現役の医師として
活躍されている、日野原重明先生を
講師にお迎えし、人生を深く味わっ
て生きるためのヒントをお話しいた
だきます。日野原先生からの言葉の
贈り物です。
■受講料：1,000円
　　　　　（ 収益は日本ユニセフ協会

に寄付します）
■定　員：1,000人
■申込み：電話
　※ 事前にお申し込みが必要です。
■申込み締切： 定員になり次第お申し

込みを締め切ります。
敬和学園大学

　　☎２６－３６２５

「消さないで あなたの心の 注意の火」
を統一標語に11月９日（木）から11月15日（水）までの７日間、県下
一斉に秋の火災予防運動が実施されます。
■ 住宅防火いのちを守る７つのポイント

―３つの習慣・４つの対策―
●３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスコンロなど、そばを離れるときは、必ず火を消す。
●４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器等を設置する。
○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつ
くる。

■ 新発田広域圏の火災発生状況
　新発田広域圏では、本年１月から10月４日現在で「44件」の火災が
発生しています。内訳は、建物火災「36件」、車両火災「３件」、その
他の火災「５件」となっており、建物火災（全火災の82％）が多発傾
向にあります。
　秋季は、日増しに寒くなりご家庭や事業所でも暖房機器等を使い始
める時期となります。
　このことから、暖房機器等を原因とする火災の発生が懸念されます
ので、機器等の取扱いには十分注意し火災予防に努めてください。
新発田地域広域消防本部予防課
　☎２２－８０９６

秋の火災予防運動が実施されます

お気軽にご相談ください
けいさつ相談室

　県警では、暴行、強制わいせつなど
の性犯罪や、性的いやがらせ、痴漢、
つきまとい（ストーカー）などの悪質
な取締りを強化しています。
　警察本部や警察署に「警察相談室」
を設け、女性の警察官が対応するなど、
性犯罪の被害を受けて悩んでおられる
方は、一人で悩まないでご相談くださ
い。秘密は堅く守ります。
●新発田警察署
　☎０２５４－２３－０１１０
●県警本部 相談窓口
　☎０２５－２８３－９１１０

ご存知ですか?ご存知ですか?

犯｜罪｜被｜害｜給｜付｜制｜度
◎犯罪被害給付制度とは
　通り魔殺人等の故意の犯罪行為により不慮の死を遂げた被害者の
ご家族又は身体に重い障害を負わされた被害者等に対して、国が給
付金を支給し、その精神的、経済的な緩和を図ろうとする制度です。
◎犯罪被害者給付金には
　○重傷病給付金、○障害給付金、○遺族給付金の三種類があり、
不慮の犯罪被害により、重大な負傷又は傷病（加療１か月以上か
つ入院３日以上の重傷病）を受けた方、身体に障害（１～14等級）
が残った方、亡くなられた方のご家族が対象となります。
※ 給付金は、法令で定められた一定の要件を満たされた場合に支
給されます。支給の用件及び申請手続きなど、詳しくは、最寄
りの警察署又は県警本部までお問い合わせください。
新発田警察署総務課　☎０２５４－２３－０１１０
新潟県警本部　　　　☎０２５－２８５－０１１０

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ
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石綿業務に従事した離職者対象
特別健康診断
　過去に石綿を製造し、又は取り扱う作業に従事
し、事業場の廃業等何らかの理由により石綿健康
診断を受診できない退職者に対して、無料で健康
診断を実施することで健康管理を図るものです。
◆対象者
　石綿を製造し、又は取り扱う作業に従事して退
職した方で、以下の全ての項目を満たしている方。
①従事していた作業が特定できること。
②初回ばく露から10年以上経過していること。
③ 以前石綿作業に従事していた事業場が廃業や倒
産、退職者に対する健康診断を拒否等
　 　の理由で石綿健康診断を受診できない状況に
あること。
④ 石綿に係る健康管理手帳を所有していないこと。
※ 申請された方全員が受診できるとはかぎりませ
ん。
◆受付期間
　11月１日（水）～11月17日（金）

（社）新潟県労働衛生医学協会
　　　☎０２５－３７０－１９６０

（社）新潟県健康管理協会
　　　☎０２５－２８３－３９３９

（財）健康医学予防協会
　　　☎０２５－２７９－１１００

　

商
工
会
青
年
部
で
は
、
30
周
年
を

記
念
し
て
全
長
７
m
の
ツ
リ
ー
を
建

設
し
、
約
６
千
個
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

★
点
灯
式

11
月
26
日
（
日
）

　

午
後
５
時
〜
６
時

★
点
灯
期
間

11
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

〜
12
月
25
日
（
月
）

　

午
後
５
時
30
分
〜
９
時
30
分

 

ツ
リ
ー
土
台
に
町
内
こ
ど
も
園
の

園
児
が
描
い
た
壁
画
展
示
。
せ
い

ろ
う
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
合

唱
及
び
聖
籠
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
。
豚
の
丸
焼
き
。
新
発
田
も

ち
も
ち
会
に
よ
る
雑
煮
を
ご
来
場

者
に
振
る
舞
い
ま
す
。

　

 　

大
勢
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

聖
籠
町
商
工
会
 
担
当
：
石
田

　

☎
２
７
―
２
０
７
８

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

◀
町
民
会
館
前
の
イ
メ
ー
ジ
写
真
（
合
成
）

―
聖
籠
町
商
工
会
青
年
部 

30
周
年
記
念
事
業
―

77
メ
ー
ト
ル
の
ツ
リ
ー
を
建
設

メ
ー
ト
ル
の
ツ
リ
ー
を
建
設

　

新
潟
県
新
発
田
地
域
振
興
局
で
は
、
管
内
の
建
設
現
場
、
施
設

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
「
施
設
現
場
見
学
会
」
を
計
画
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

11
月
12
日
（
日
）　

12
時
30
分
〜
17
時

■
集
合
場
所 

　

新
発
田
地
域
振
興
局
駐
車
場

■
見
学
場
所

⑴
新
井
郷
川
排
水
機
場

　

 　

新
井
郷
川
流
域
の
農
地
や
周
辺
の
宅
地
等
地
域
の
た
ん
水
被

害
防
止
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。現
在
の
機
場
は
二
代
目
で
あ
り
、

平
成
７
年
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。

⑵
奥
胎
内
ダ
ム

　

 　

胎
内
川
流
域
の
洪
水
被
害
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
流
域
の

正
常
な
機
能
の
維
持
、
水
道
用
水
の
確
保
、
発
電
を
行
う
多
目

的
ダ
ム
の
建
設
現
場
で
す
。

■
募
集
人
数　

25
人

■
参
加
費　

無
料

■
参
加
申
し
込
み

　

 　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
左
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。）

■
申
込
期
限　

11
月
９
日
（
木
）

　

 

新
発
田
地
域
振
興
局　

地
域
振
興
課

　
　

☎
２
２
―
８
６
１
２

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
―
１
４
４
７

施
設
現
場
見
学
会

　
　
　
　

参
加
者
募
集

地
域
に
灯
り
を
と
も
そ
う
！
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新
発
田
税
務
署
で
は
、
給
与
を
支
払
っ
て
い
る
事
業
所
（
源
泉
徴
収
義
務
者
）
を
対
象
に
、
年
末

調
整
の
基
本
的
な
仕
組
み
や
手
続
き
、
改
正
事
項
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
都
合
に
よ
り
対
象
地
区
の
会
場
へ
お
い
で
に
な
れ
な
い
場
合
は
、
他
の
会
場
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

平成18年分年末調整説明会日程

開催日 開催時刻 対象地区 説明会場

11月20日㈪ 午後２時00分

胎内市

新発田市

（旧加治川村地区）

胎内市産業文化会館

（胎内市新和町２番５号）

11月21日㈫

午前10時00分 阿賀野市

（旧水原町地区）

（旧笹神村地区）

阿賀野市

（旧安田町地区）

（旧京ヶ瀬村地区）

阿賀野市水原保健センター

（阿賀野市岡山町10番15号）

午後２時00分

11月22日㈬

午前10時00分 新潟市

（旧豊栄市地区）

聖籠町

新発田市

（旧紫雲寺町地区）

聖籠町町民会館

（聖籠町大字諏訪山1280番地）

午後２時00分

平
成
18
年
分

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

平
成
18
年
分

　

農
業
所
得
・
収
支
計
算

　

説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

広
報
せ
い
ろ
う
・
お
知
ら
せ
号
（
9
月
）
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
し
た
が
、
平
成
18
年
分
以
降
の
農
業
所
得
申
告
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
の
方
が
収
支
計
算
（
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
き
所

得
計
算
す
る
こ
と
。）
に
基
づ
き
所
得
金
額
を
算
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
新
発
田
税
務
署
と
町
で
は
、
次
の
と
お
り
収
支
計
算

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
農
業
所
得
の
あ
る
方
で
、
収
支
計
算
が
初

め
て
の
方
は
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
農
業
収
支
計
算

　

説
明
会

日　

時　

11
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

３
時
50
分

場　

所　

聖
籠
町
町
民
会
館

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル

※ 

前
記
の
日
以
外
で
も
、
次
の
と

お
り
説
明
会
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
つ
か
な

い
方
は
他
の
会
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
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給
与
所
得
者
の

年
末
調
整
に
つ
い
て

　

給
与
所
得
者
の
給
与
等
に
つ
い
て

は
、
毎
月
の
給
料
や
賞
与
な
ど
か
ら

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た

税
額
の
合
計
額
と
、
そ
の
年
の
給
与

総
額
に
対
す
る
年
税
額
と
は
、
必
ず

し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
の
給

料
や
賞
与
な
ど
が
支
払
わ
れ
る
時
に
、

所
得
税
の
過
不
足
額
の
精
算
が
行
わ

れ
ま
す
が
、こ
の
精
算
の
手
続
を「
年

末
調
整
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
忘
れ
ず

に
該
当
す
る
申
告
書
を
職
場
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

１ 　

結
婚
や
出
産
、
あ
る
い
は
扶
養

親
族
等
が
就
職
し
た
な
ど
、
平
成

18
年
中
に
扶
養
親
族
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
に
は
職
場
に
提
出
済

の
「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等

（
異
動
）
申
告
書
」
に
異
動
事
項

を
追
加
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

２ 　

生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
等

を
支
払
っ
た
場
合
、
所
得
者
本
人

が
直
接
国
民
年
金
な
ど
の
社
会
保

険
料
等
を
支
払
っ
た
場
合
、
又
は

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
所
得
者

本
人
の
合
計
所
得
金
額
が

１
、０
０
０
万
円
以
下
で
配
偶
者

の
合
計
所
得
金
額
が
一
定
額
以
下

の
場
合
（
控
除
対
象
配
偶
者
に
該

当
し
な
い
）
に
は
「
給
与
所
得
者

の
保
険
料
控
除
申
告
書
兼
給
与
所

得
者
の
配
偶
者
特
別
控
除
申
告

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

３ 　

確
定
申
告
に
よ
り
、
最
初
の
年

分
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

受
け
た
方
で
、
２
年
目
以
降
の
控

除
を
年
末
調
整
に
よ
り
受
け
る
場

合
に
は
「
給
与
所
得
者
の
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
申
請
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
出
す
る
際
に
は
「
住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

末
残
高
等
証
明
書
」
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

《 

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
》

　

給
与
所
得
者
は
、
一
般
に
一
つ

の
勤
務
先
か
ら
受
け
る
給
与
以
外

に
所
得
が
な
い
か
、
給
与
以
外
の

所
得
が
あ
っ
て
も
そ
の
額
が
少
額

で
あ
る
と
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど
の

た
め
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
所
得

税
を
精
算
で
き
、
確
定
申
告
の
手

続
き
を
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な

場
合
は
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

① 

平
成
18
年
中
の
収
入
金
額
が

２
、０
０
０
万
円
を
超
え
る
人

② 

給
与
所
得
及
び
退
職
所
得
以
外

の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
場

合
③ 

二
箇
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
場
合
で
、
年
末
調
整
を

さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金

額
と
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
る
場
合

　

前
記
以
外
で
も
、
確
定
申
告
の

必
要
な
場
合
、
あ
る
い
は
確
定
申

告
を
す
れ
ば
税
金
が
戻
る
場
合
な

ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

税
務
署
か
役
場
税
務
財
政
課
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
発
田
税
務
署

　
　

☎
２
２―
３
１
６
１

　

役
場
税
務
財
政
課

　
　

☎
２
７―

２
１
１
１

　
　
（
内
線
１
４
２
）

平成18年度収支計算説明会日程
開催日 開催時間 説明会場

11月13日㈪
午前10時から午前11時50分 阿賀野市安田公民館（大集会室）

午後２時から午後３時50分 阿賀野市ふれあい会館（多目的ホール）

11月14日㈫
午前10時から午前11時50分 阿賀野市保健福祉センター京和荘（多目的ホール）

午後２時から午後３時50分 阿賀野市役所（４階402・403会議室）

11月16日㈭
午前10時から午前11時50分

新発田市生涯学習センター（講堂）
午後２時から午後３時50分

11月21日㈫
午前10時から午前11時50分

新発田市生涯学習センター（講堂）
午後２時から午後３時50分

11月27日㈪ 午後２時から午後３時50分 新潟市豊栄地区公民館（大講堂）

11月28日㈫
午前10時から午前11時50分

胎内市産業文化会館（２階会議室）
午後２時から午後３時50分

11月29日㈬ 午前10時から午前11時50分 胎内市産業文化会館（２階会議室）

お
問
い
合
わ
せ

　

新
発
田
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門　
　
　

☎
２
２―

３
１
６
２

　

役
場
税
務
財
政
課　

税
務
係
（
農
業
所
得
担
当
）
☎
２
７―

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
４
１
）
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シ
ー
ズ
ン
も
終
盤
戦 

最
後
ま
で
戦
い
ぬ
き
ま
す
！

　

１
年
間
を
か
け
て
戦
わ
れ
る
Ｊ

リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
も
、
残
す

と
こ
ろ
あ
と
５
試
合
と
な
り
ま
し

た
。
東
港
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
ほ
ぼ
毎
日
練
習
を
積
ん
で
い

る
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
選
手
た

ち
も
、
残
さ
れ
た
ゲ
ー
ム
で
今
シ
ー

ズ
ン
の
集
大
成
を
お
見
せ
し
よ
う
と

は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
19
日（
日
）に
は
、
セ
レ
ッ
ソ

大
阪
と
の
試
合
、
そ
し
て
12
月
２
日

（
土
）に
は
今
季
最
終
戦

の
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー

ジ
ャ
戦
が
、
ホ
ー
ム
ス

タ
ジ
ア
ム
で
あ
る
新
潟

ス
タ
ジ
ア
ム
・
ビ
ッ
グ

ス
ワ
ン
で
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。今
月
が
過
ぎ
、

12
月
に
入
る
と
新
潟
は

な
か
な
か
屋
外
で
ス

ポ
ー
ツ
を
し
づ
ら
い
天

候
が
続
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
選
手
た
ち
は
厳

し
い
寒
さ
に
も
負
け
ず
、

し
っ
か
り
と
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
そ
の
集
大
成
を
ス

タ
ジ
ア
ム
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
も

大
詰
め

昇
格
を
目
指
し
ま
す
！

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
女
子

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
が
戦
う
モ
ッ
ク

な
で
し
こ
リ
ー
グ
２
０
０
６
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
２
は
、
い
よ
い
よ
最
終
戦
を

迎
え
、
今
月
５
日
（
日
）
に
最
終
戦

が
京
都
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

レ
デ
ィ
ー
ス
の
所
属
す
る
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
２
と
は
、
２
部
の
こ
と
を
指

し
て
い
ま
す
が
、
２
部
の
成
績
上
位

チ
ー
ム
は
１
部
へ
昇
格
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
２
部
で
優
勝
を
果
た
す

と
、
１
部
の
最
下
位
の
チ
ー
ム
と
自

動
的
に
入
れ
替
わ
り
、
２
位
に
な
る

と
１
部
の
下
か
ら
２
番
目
の
チ
ー
ム

と
入
れ
替
え
戦
を
実
施
し
、
勝
っ
た

方
の
チ
ー
ム
が
来
季
１
部
で
戦
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

な
で
し
こ
リ
ー
グ
１
部
・
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
１
は
、
国
内
女
子
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
の
最
高
峰
。
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
も
発
足
以
来
、

そ
の
舞
台
を
目
指
し
て
戦
い
続
け
て

き
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
か
つ

て
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
で
Ｆ
Ｗ
と

し
て
活
躍
し
た
鳴
尾
直
軌
氏
を
監
督

に
迎
え
、
新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
お
借
り
し
て

毎
日
厳
し
い
練
習
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

必
ず
や
、
優
勝
し
悲
願
で
あ
る
１

部
昇
格
を
果
た
し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
　

（
記
事
提
供
・

　
　
　
　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
）

アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!

注
目
の
選
手

　

昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
に
加
入
し
て
い
る
期
待
の
若

手
Ｆ
Ｗ
が
、
河
原
和
寿
選
手
で
す
。

河
原
選
手
は
、
大
宮
東
高
校
卒
業
後

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
に
加
入
。
高

校
時
代
か
ら
、
常
に
年
代
別
の
日
本

代
表
に
選
出
さ
れ
、
そ
の
実
力
は

サ
ッ
カ
ー
界
で
も
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
し
た
。

　

正
確
な
技
術
に
加
え
て
、
瞬
間
的

な
ス
ピ
ー
ド
、
ゴ
ー
ル
を
奪
う
と
き

の
冷
静
さ
を
も
つ
選
手
で
す
が
、
プ

ロ
１
年
目
は
体
格
の
違
い
や
接
触
プ

レ
ー
の
激
し
さ
に
苦
し
ん
だ
シ
ー
ズ

ン
と
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

リ
ー
グ
戦
の
出
場
機
会
を
得
る
こ
と

な
く
、
今
季
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
季
は
試
合
出
場
こ
そ

な
か
っ
た
も
の
の
、
河
原
選
手
も
プ

ロ
の
サ
ッ
カ
ー
に
し
っ
か
り
と
順
応

し
て
き
て
い
ま
す
。
今
季
は
す
で
に

３
試
合
に
出
場
し
１
得
点
。
ゴ
ー
ル

前
で
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
Ｆ
Ｗ
だ
け
で

は
な
く
、
中
盤
で
プ
レ
ー
す
る
Ｍ
Ｆ

で
出
場
す
る
な
ど
、
プ
レ
ー
の
幅
も

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
来
年
に
は

20
歳
に
な
り
、
体
も
し
っ
か
り
と
し

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
、
河
原
選
手
の
こ
れ
か
ら

の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

背
番
号
27　

 　
　
　

河
原　

和
寿 

選
手
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こ
の
ま
ち
で　

み
ん
な
と　

生
き
る

〜
障
害
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
〜

　

10
月
か
ら
完
全
実
施
さ
れ
る
障
害

者
自
立
支
援
法
の
改
正
を
前
に
、
９

月
30
日
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
て

障
害
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
杉
の
子

の
家
福
祉
作
業
所
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」
の
コ
ー
ラ

ス
。
１
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
の

温
か
い
拍
手
の
中
、ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

前
半
は
『
私
た
ち
の
思
い
伝
え
た

い
』
と
題
し
、
４
人
の
方
か
ら
熱
く

そ
し
て
強
い
希
望
を
込
め
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
の
子
の
家
作
業
所
で
働
く
青
山

さ
ん
は
、「
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
商
品
が
売
れ
る
よ
う
に
ネ
ッ

ト
販
売
も
考
え
た
い
」
と
共
に
働
く

メ
ン
バ
ー
の
前
向
き
な
思
い
を
代

弁
。
そ
し
て
「
夢
は
モ
ー
ニ
ン
グ
娘

と
テ
レ
ビ
で
共
演
す
る
事
」
と
若
者

ら
し
い
素
直
な
気
持
ち
も
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
12
月
で
定
年
を
迎
え
ら
れ

る
斉
藤
さ
ん
は
、
人
工
透
析
を
30
年

続
け
て
お
ら
れ
る
奥
様
と
精
神
障
害

の
弟
さ
ん
の
３
人
家
族
で
す
。
支
援

者
の
高
齢
化
が
現
状
の
中
、
老
い
の

不
安
と
行
政
へ
の
怒
り
に
も
似
た
赤

裸
々
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
傍
聴
者
も
熱

く
聞
き
入
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
精

神
障
害
者
は
、
自
立
出
来
て
も
自
活

は
難
し
い
。
ど
ん
な
状
況
に
な
っ
て

も
安
心
で
き
る
福
祉
の
時
代
を
早

く
！
」
と
訴
え
ま
す
。

　

こ
の
町
に
来
て
10
年
目
と
い
う
杉

林
さ
ん
は
、
知
的
に
障
害
の
あ
る
息

子
さ
ん
の
マ
マ
さ
ん
で
す
。「
普

通
は
…
」
と
考
え
る
事
が
既
に

差
別
と
言
い
切
り
、
子
ど
も
も

自
分
も
人
生
を
価
値
あ
る
も
の

に
し
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
ま

す
。「
働
く
だ
け
で
な
く
学
べ

る
場
が
欲
し
い
」
と
語
る
杉
林

さ
ん
か
ら
は
、
お
子
さ
ん
に
対

す
る
深
い
愛
情
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

最
後
に
山
田
保
健
師
か
ら
は
、

保
健
師
活
動
の
現
状
説
明
の
後
、

障
害
に
対
す
る
周
囲
の
無
理
解

と
偏
見
、
子
ど
も
の
突
然
の
発

病
に
対
す
る
シ
ョ
ッ
ク
や
切
な

い
気
持
ち
、
入
院
と
い
う
選
択
し
か

出
来
な
い
現
状
な
ど
、
何
一
つ
飾
ら

な
い
ご
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
開
催
さ
れ
た
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
の
思
い
は
、
自
立
そ
し
て
自

活
へ
の
道
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
る

事
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
町
民
一
人
ひ

と
り
が
手
を
繋
ぎ
、
本
人
・
家
族
が

気
持
良
く
生
活
で
き
る
よ
う
な
温
か

い
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ま
ち
で　

み
ん
な
と　

生
き
る

〜
障
害
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
〜

▲杉の子の家の皆さんによるコーラス

社会福祉
協 議 会
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稲
刈
り
も
大
方
終
わ
っ
た
10
月

８
日
（
日
）、
毎
年
恒
例
の
「
山

大
夫
ま
つ
り
」
が
集
落
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
地
域
全
体
の
親
睦
活
動

の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
て
か
ら
今

年
が
11
回
目
と
な
り
ま
す
。
あ
い

に
く
の
雨
で
、
子
ど
も
み
こ
し
は

残
念
な
が
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
老
若
男
女
み
な
童
心
に
か

え
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

餅
つ
き
や
ゲ
ー
ム
に
興
じ
ま
し

た
。

　

軽
く
汗
を
か
い
た
あ
と
は
、
お

餅
や
焼
き
そ
ば
を
ほ
お
ば
り
な
が

ら
の
大
広
間
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
。
１
０
０
人
以
上
で
超
満
員
の

な
か
、
集
落
の
小
学
生
親
子
や
老

人
ク
ラ
ブ
「
元
気
ダ
ン

サ
ー
ズ
」
の
皆
さ
ん
に

よ
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ダ

ン
ス
に
会
場
か
ら
拍
手

と
と
も
に
大
き
な
掛
け

声
が
飛
び
ま
す
。

　

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で

は
、子
ど
も
た
ち
が「
ど

う
し
て
だ
ろ
う
？
」
と

い
っ
た
表
情
で
、
口
を

あ
ん
ぐ
り
と
し
な
が
ら

食
い
入
る
よ
う
に
見
つ

め
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
新
潟
市
か
ら
参
加

い
た
だ
い
た
ハ
ワ
イ
ア

ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
に
よ
る
、

あ
で
や
か
な
歌
や
踊
り
に
は
、
招

待
さ
れ
た
お
年
寄
り
た
ち
は
じ
め
、

み
ん
な
が
う
っ
と
り
と
見
と
れ
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
初
め
て
、
町
営

ふ
れ
あ
い
農
園
の
利
用
者
の
方
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後

の
カ
ラ
オ
ケ
懇
親
会
も
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
来
年
、
全
員
が
元
気
な
笑

顔
で
集
い
た
い
も
の
で
す
。

（
こ
の
記
事
は
、
山
大
夫
集
落
の

ま
つ
り
実
行
委
員
長
か
ら
投
稿
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

　

別
條
で
理
容
業
を
営
ん
で
お
ら
れ

る
飯
田
友
子
さ
ん
の
お
店
で
育
て
て

い
る
サ
ン
セ
ベ
リ
ア
（
虎
の
尾
）
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ン
セ
ベ
リ
ア
は
５
年
前
に

旦
那
様
か
ら
「
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
が

出
る
か
ら
」
と
す
す
め
ら
れ
て
購
入

し
、
大
き
く
育
っ
た
も
の
を
株
分
け

し
た
と
こ
ろ
、
新
芽
が
育
ち
そ
こ
か

ら
今
年
初
め
て
花
が
咲
い
た
そ
う
で

す
。

　

飯
田
さ
ん
が
、
緑
化
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
へ
サ
ン
セ
ベ
リ
ア
の
花
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
「
だ
い
ぶ

前
に
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
最
近

は
あ
ま
り
目
に
し
ま
せ
ん
。
大
変
珍

し
い
も
の
で
す
」
と
の
回
答
を
い
た

だ
い
た
そ
う
で
す
。

　

サ
ン
セ
ベ
リ
ア
の
他
に
も
何
種
類

か
の
観
葉
植
物
を
育
て
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
「
友
だ
ち
と
株
分
け

し
あ
っ
た
り
す
る
の
が
と
て
も
楽
し

い
で
す
。
手
入
れ
を
し
始
め
る
と
半

端
に
す
る
の
が
い
や
で
時
間
を
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地域の
話 題

山
大
夫
ま
つ
り

　
　
　
　

今
年
も
楽
し
く

▲サンセベリアの花
撮影時間が遅く残念ながら
少ししぼんでいました

サ
ン
セ
ベ
リ
ア
の

　
　
　

花
が
咲
き
ま
し
た

サ
ン
セ
ベ
リ
ア
の

　
　
　

花
が
咲
き
ま
し
た

飯田友子さん
（別條）
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ジ
ャ
パ
ン
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

で
は
毎
年
、
網
代
浜
海
岸
付
近
の

清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
目

的
は
『
聖
籠
町
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
も
ち
、
仲
間
意
識
を
高
め

る
』『
清
掃
活
動
を
通
し
社
会
に

貢
献
す
る
』
の
二
つ
。
今
年
は
９

月
13
日
（
水
）、
小
雨
が
降
る
あ

い
に
く
の
お
天
気
の
中
、
学
生
や

ス
タ
ッ
フ
・
関
係
者
を
含
む

３
５
０
人
ほ
ど
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

た
ば
こ
の
吸
殻
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

や
空
き
缶
、
砂
に
埋
ま
っ
た
シ
ー

ト
や
流
木
な
ど
な
ど
、
一
見
キ
レ

イ
に
見
え
る
砂
浜
で
す
が
、「
キ

リ
が
な
い
よ
」
と
声
が
聞
こ
え
る

ほ
ど
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
空
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
ビ

ニ
ー
ル
袋
ご
と
捨
て
ら
れ
て
い
る

も
の
も
。
海
岸
利
用
者
の
モ
ラ
ル

の
低
下
、
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目
立

ち
ま
す
。

　

例
年
、
１
年
生
が
企
画
し
海
開

き
前
の
７
月
上
旬
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
の
活
動
。
４
年
目
に
な
る
今

年
は
、
雨
の
た
め
９
月
に
延
期
さ

れ
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
な
ど
準
備
に

か
け
る
時
間
は
さ
ら
に
か
か
り
ま

し
た
。
実
行
委
員
長
の
サ
ッ
カ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
科
１
年
松
本
有
生
さ
ん

は
「
延
期
で
苦
労
し
た
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
７
月
だ
と
試
合
で
参

加
で
き
な
い
学
生
も
こ
の
時
期
な

ら
参
加
で
き
ま
す
。
今
回
は
全
員

参
加
と
い
う
大
き
な
収
穫
が
あ
り

ま
し
た
」
と
手
応
え
を
感
じ
た
様

子
で
す
。

　

雨
に
濡
れ
な
が
ら
の
活
動
で
し

た
が
、
１
時
間
後
に
は
驚
く
ほ
ど

た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
量
は
昨
年
よ
り
も
多
い

そ
う
で
す
。
今
回
の
ク
リ
ー
ン
作

戦
は
、「
ゴ
ミ
は
絶
対
に
捨
て
な

い
」
と
い
う
強
い
意
識
を
持
つ
よ

い
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
は
ず
。

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

【
発
明
工
夫
の
部
】

作
品
名

　
　
「
水
き
ん
く
つ
」

　

上
に
あ
る
漏
斗
か
ら
陶
器
の
瓶
に

水
が
落
ち
る
と
心
地
よ
い
音
が
す
る

そ
う
で
す
。
水
琴
窟
の
原
理
を
よ
く

と
ら
え
、
机
の
上
に
置
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

【
模
型
工
作
の
部
】

作
品
名

　
　
「
ガ
メ
ラ
」

　

既
存
の
キ
ッ
ト
な
ど
使
わ
ず
、
紙

を
素
材
に
し
て
、
怪
獣
「
ガ
メ
ラ
」

の
身
体
と
甲
羅
を
作
っ
て
い
ま
す
。

素
材
と
作
品
の
丁
寧
さ
や
子
ど
も
ら

し
さ
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
な
い

　
　
　

き
れ
い
な
浜
を
目
指
し
…

　
　
　

―

網
代
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦―

ゴ
ミ
の
な
い

　
　
　

き
れ
い
な
浜
を
目
指
し
…

　
　
　

―

網
代
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦―

山倉小学校
３年生
長谷川 慈生さん

蓮野小学校
４年生
野田　海生さん

お
め
で
と
う

新
発
田
市
・
聖
籠
町
児
童
生
徒

　

発
明
工
夫
・
模
型
工
作
・
標
本
展　

優
秀
賞
受
賞

　

９
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）
に
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
平

成
18
年
度
新
発
田
市
・
聖
籠
町
児
童
生
徒
発
明
工
夫
・
模
型
工
作
・
標
本
展
が

開
催
さ
れ
、聖
籠
町
か
ら
は
２
名
の
子
ど
も
た
ち
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ジ ャ パ ン
サッカーカレッジ
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授業の様子

ガイダンスの様子

　今、聖籠中学校では、毎週金曜日の４限（14：00～15：10）に「選択みらい」という授業を行ってい
ます。生徒が学ぶことの楽しさを味わい、生涯にわたって学ぶことへの意欲をもてるように、各教科の
学習の発展として下記のような講座を開設しています。この講座には、多くの地域の方が講師として参
加していただいています。今後は、さらに多くの方から講師やお手伝い、または生徒と共に一緒に講座
を受けてみたいと思う方の参加を募集したいと思います。今ある講座以外にも『こんな講座を開設して
みては…？』といったご意見もお寄せいただけるとありがたいです。どうぞ一度様子を見に来てくださ
い。
　なお、前期の活動は９月で終わりましたが、10月27日には後期のガイダンス（説明会）を行い、その
後にスタートする予定です。この件に関してのお問い合わせは、聖籠中学校までお願いします。

（☎２７－７０８０　担当：近、高橋）

昨年度選択みらい後期講座開設一覧

1.放送アナウンス　2.絵手紙　3.将棋　4.囲碁　5.数学パズル　6.数学検定に挑戦　7.計算基礎　

8.英語検定に挑戦　9.英語を楽しもう　10.英語ラウンジ・ビフォーアフター　11.理科点描　

12.科学の伝道師　13.聖籠町の魚調べとルアー作り　14.理科検定に挑戦　15.花を育てよう　

16.原始人・古代人生活体験　17.社会科博物館を作ろう　18.和楽器演奏＊　19.マイギター　

20.デッサンをきわめよう　21.トールペイント＊　22.木工加工　23.模型飛行機を作ろう＊　

24.華道　25.ソフトバレーボール　26.バウンドテニス　27.エクササイズトレーニング　

28.バドミントン＆卓球

（＊は通年）

聖籠中学校の授業「選択みらい」に
　　　　　　　参加してみませんか？
聖籠中学校の授業「選択みらい」に
　　　　　　　参加してみませんか？
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町　民
ホームベースからみらいのたね

みらいのたね

せいろう共育ひろば

　

９
月
17
日
（
日
）
の
聖
中

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
大
勢
の

保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
参

加
さ
れ
、
中
学
校
は
と
て
も

に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　

こ
の
日
、生
徒
は
登
校
日
。

午
前
は
授
業
参
観
、
午
後
は

食
品
・
物
品
販
売
や
講
演
会

な
ど
、
催
し
物
が
盛
り
だ
く

さ
ん
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
企
画
し
た

ポ
ン
菓
子
の
実
演
や
琵
琶
演

奏
な
ど
も
た
い
へ
ん
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

み
ら
い
の
た
ね
で
は
、
み

ら
い
の
た
ね
ジ
ュ
ニ
ア
の
野

菜
販
売
、
野
の
花
・
生
け
花

コ
ー
ナ
ー
、
装
飾
ア
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
日
頃
の
活

動
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
成
功

の
た
め
に
本
当
に
た
く
さ
ん

の
保
護
者
や
地
域
の
方
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

聖
中
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

2006

聖
中
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

2006

喫茶コーナーでホッとひと息。
おいしいコーヒーや紅茶を飲んで…「中学校に
始めてきたよ！」会話もはずみます。

地域の方がお客様！
「どうぞお召し上がりください。」
少し緊張しています。

アートコーナー
葉っぱやどんぐり、くり、とんぼ。
ぺたぺた貼って秋を作ろう。

ケーキやおにぎり、パン、ジュースの販売
お昼どきは生徒や先生、地域の人達でにぎやか
でした。

　
「
あ
つ
〜
い
！
」
と
い
う
言
葉

し
か
出
て
こ
な
い
９
月
９
日（
土
）、

５
歳
児
の
、
思
い
出
作
り
の
一
端

と
し
て
夕
涼
み
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

園
児
た
ち
は
、
先
生
か
ら
土
曜

日
は
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め

る
こ
と
や
、
肝
試
し
を
す
る
こ
と

を
聞
い
て
い
た
の
で
楽
し
み
や
ら

不
安
や
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
顔
で
登

園
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
。
当

日
の
午
前
中
、
夕
涼
み
実
行
委
員

の
お
父
さ
ん
た
ち
が
穴
を
掘
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
子
ど
も
た

ち
が
い
っ
ぱ
い
の
思
い
出
を
つ
め

た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
、
一
人
ひ

と
り
ス
コ
ッ
プ
で
土
を
か
け
て
埋

め
ま
し
た
。
次
に
、
肝
試
し
。
会

場
は
、
お
ば
け
役
の
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
の
熱
気
で
40
度
ほ
ど

あ
っ
た
の
で
は
。「
女
の
子
は
、

お
手
柔
ら
か
に
！
」
と
い
う
お
ば

け
に
な
っ
た
お
母
さ
ん
の
合
言
葉

も
そ
っ
ち
の
け
で
、
自
分
の
子
ど

も
が
来
る
と
、
会
心
の
演
技
！

キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
い
う
子
ど
も
た
ち

に
お
ば
け
も
に
ん
ま
り
。

　

最
後
に
肝
試
し
の
時
に
が
ん

ば
っ
て
取
っ
た
花
火
を
手
に
し

〝
６
年
後
の
夏
休
み
に
ま
た
集
ま

ろ
う
ね
〞
と
誓
い
あ
い
ま
し
た
。

怖
い
！
、

　
　

楽
し
い
夕
涼
み
会

怖
い
！
、

　
　

楽
し
い
夕
涼
み
会
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一
歳
児
！

　

マ
マ
の
お
茶
会

　

秋
の
会
第
２
弾
と
し
て
、
10
月
５
日
に
弁
天
潟
風
致
公
園
に

遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
お
天
気
は
、
晴
れ
と
は
い
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
暑
く
も
寒
く
も
な
く
心
地
よ
い
日
で
し
た
。

　

予
定
の
時
間
ど
お
り
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
き
の
こ
の

踊
り
！
先
週
の
室
内
で
踊
っ
た
も
の
と
同
じ
踊
り
で
し
た
が
、

外
と
い
う
こ
と
で
子
供
た
ち
も
の
び
の
び
元
気
に
踊
っ
て
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
マ
マ
た
ち
も
。

　

次
に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
！
宝
物
を
見
つ
け
た
ご
ほ
う

び
に
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
、
ど
ん

ぐ
り
、
松
ぼ
っ
く
り
を
拾
っ
た
り
、
高
い
た
か
い
を
し
て
も

ら
っ
た
り
親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。
ど
ん
ぐ
り
が
お
い
し
そ
う

で
思
わ
ず
パ
ク
リ
！
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
。
自
然
の
中
に
い

る
子
ど
も
と
い
う
の
は
、
本
当
に
遊
び
上
手
。
二
本
の
木
を
一

生
懸
命
く
っ
つ
け
よ
う

と
し
た
り
、
木
登
り
、

切
り
株
か
ら
ジ
ャ
ン
プ
、

ポ
ー
ズ
、
葉
っ
ぱ
を
集

め
た
り
と
次
か
ら
次
へ

と
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
な
ん
と
桜
の
花
が

咲
い
て
い
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
！
秋
を
見
つ

け
に
き
た
の
に
ね
。

　

９
月
28
日
、
さ
く
ら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
待
ち
に
待
っ
て
い

た
〝
秋
の
会
〞！
ス
ポ
ア
イ
ラ
ン
ド
で
ど
ん
ぐ
り
拾
い
な
ど
、

秋
を
み
つ
け
に
行
こ
う
と
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
い
に

く
の
雨
。
担
当
の
先
生
は
「
残
念
！
」
と
何
度
も
繰
り
返
し
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
ん
な
大
人
の
気
持
ち
を
振
り
払
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
、
こ
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
の
〝
さ
く
ら
ん
ぼ
〞

の
お
部
屋
で
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

予
定
を
変
更
し
、
最
初
に
手
遊
び
。
そ
し
て
、
遊
戯
室
へ
移

動
し
て
リ
ズ
ム
体
操
。
お
い
し
い
果
物
を
と
り
に
出
発
! !
ダ
ン

ボ
ー
ル
の
車
に
乗
っ
て
、引
っ
張
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、

り
ん
ご
、
バ
ナ
ナ
、
み
か
ん
を
選
ん
で
お
土
産
に
も
ら
い
ま
し

た
。
み
ん
な
の
元
気
に
、
雨
雲
は
負
け
て
し
ま
っ
た
の
か
日
が

さ
し
て
き
ま
し
た
。
最
後
に
み
ん
な
楽
し
み
な
お
弁
当
の
時
間

は
、
外
で
お
日
様
と
一

緒
に
食
べ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
や
っ
と
、

外
に
出
ら
れ
た
園
庭
に
、

朝
早
く
起
き
て
作
っ
て

く
れ
た
マ
マ
の
お
弁
当

も
そ
っ
ち
の
け
で
遊
ん

で
い
る
子
も
い
た
よ
う

で
す
。

　

９
月
８
日
（
金
）
聖
籠
こ
ど
も
園
で
は
、
一
歳
児
の
保
護
者

の
お
茶
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。こ
の
日
は
、暑
い
夏
を
が
ん
ば
っ

て
乗
り
越
え
た
一
歳
児
で
し
た
が
、
疲
れ
が
出
て
お
休
み
の
園

児
が
多
く
、
五
名
の
参
加
で
し
た
。

　

ま
ず
、
園
で
の
様
子
（
水
遊
び
、
砂
遊
び
、
お
茶
、
給
食
タ

イ
ム
）
を
撮
っ
た
ビ
デ
オ
を
観
賞
！
マ
マ
た
ち
は
、
未
知
の
世

界
で
も
見
る
よ
う
に
画
面
を
食
い
入
る
よ
う
に
わ
が
子
の
様
子

を
見
て
い
ま
し
た
。「
名
前
は
よ
く
聞
く
け
ど
、
顔
が
分
か
ら

な
い
お
友
だ
ち
な
ど
知
る
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
。」
と
感

想
も
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

家
で
の
悩
み
は
「
な
か
な
か
夜
寝
て
く
れ
な
い
！
」
と
い
う

投
げ
か
け
に
、「
家
は
、
ま
ず
部
屋
を
真
っ
暗
に
し
て
天
井
に

映
る
電
気
を
つ
け
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
今
日
の
出
来
事
を
子
ど

も
が
話
し
て
く
れ
る
。

30
〜
40
分
か
か
る
け
ど

話
し
終
わ
る
と
寝
て
く

れ
る
よ
！
」
な
ど
、
ま

た
園
長
先
生
か
ら
は
、

一
歳
児
の
こ
れ
か
ら
の

成
長
か
ら
く
る
ト
ラ
ブ

ル
の
お
話
な
ど
が
あ
り

内
容
の
濃
い
有
意
義
な

お
茶
会
で
し
た
。

一
歳
児
！

　

マ
マ
の
お
茶
会

　

秋
の
会　

第
１
弾

す
く
す
く
サ
ロ
ン
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

　

秋
の
会　

第
２
弾
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９
月
20
日
（
水
）、
３
年
生
を
対
象
に
鈴
木
栄
養
士
よ
り
食

育
授
業
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
『
お
や
つ
』
普

段
の
食
べ
方
を
見
直
し
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
砂
糖
や
油
の
量
を

学
習
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
同
じ
炭
酸
水
で
も
冷
え
て
い
る
方
が
甘
さ
を
感
じ
に

く
く
な
る
と
い
う
味
覚
の
不
思
議
を
体
験
し
た
児
童
た
ち
。
さ

ら
に
炭
酸
水
に
は
角
砂
糖
12
個
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
に
は
油
25

ｇ
が
含
ま
れ
て
い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

　

お
や
つ
を
取
り
過
ぎ
る
と
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
ガ

ン
や
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
な
り
や
す
く
、
今
で
は
１

分
間
に
一
人
、
１
年
間
に
67
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ポ

テ
ト
チ
ッ
プ
ス
は
数
人
で
分
け
る
、
チ
ョ
コ
な
ら
５
粒
ほ
ど
に

す
る
、
甘
い
も
の
に
は
お
茶
な
ど
甘
く
な
い
飲
み
物
を
添
え
る

な
ど
、
今
か
ら
ひ
と
工
夫
が

必
要
で
す
。

　

児
童
か
ら
は
「
怖
い
病
気

に
な
る
の
で
気
を
つ
け
ま

す
。」「
大
好
き
な
チ
ョ
コ
に

は
た
く
さ
ん
の
砂
糖
が
入
っ

て
い
て
び
っ
く
り
し
た
。」

「
今
日
は
お
や
つ
の
取
り
方

を
勉
強
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

学
習
の
成
果
は
上
々
。
お
や

つ
の
達
人
に
な
れ
た
か
な
？

炭
酸
水
に
は
角
砂
糖
が
12
個
も
！

　

〜
お
や
つ
の
達
人
に
な
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

食
育
授
業
〜

　

９
月
７
日
（
木
）、
１
・
２
年
生
を
対
象
に
佐
藤
歯
科
医
・
浮

島
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
磨
き
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
正
し

い
歯
磨
き
を
怠
る
と
、
虫
歯
に
な
り
や
す
い
の
は
勿
論
の
事
、

歯
茎
が
腫
れ
る
原
因
に
も
な
る
そ
う
で
す
。

　

ま
ず
は
口
の
中
を
着
色
し
磨
き
残
し
を
チ
ェ
ッ
ク
。
手
鏡
で

確
認
し
た
２
年
男
子
は
「
歯
が
ピ
ン
ク
色
に
な
っ
て
ビ
ッ
ク
リ

し
た
よ
。」
と
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
。
次
に
正
し
い
磨
き
方
を

教
わ
り
ま
す
。
ま
ず
鉛
筆
を
持
つ
よ
う
に
歯
ブ
ラ
シ
を
持
ち
、

歯
に
や
さ
し
く
当
て
て
細
か
く
動
か
し
ま
す
。
前
歯
の
裏
側
は

歯
ブ
ラ
シ
を
立
て
る
と
磨
き
や
す
い
そ
う
で
す
。

　

児
童
は
手
鏡
を
持
ち
、
歯
の
汚
れ
を
確
認
し
な
が
ら
教
わ
っ

た
と
お
り
歯
磨
き
開
始
。
う
が
い
を
済
ま
せ
た
２
年
女
子
は

「
歯
も
白
く
な
っ
て
口
の
中
が
さ
っ
ぱ
り
し
た
。」と
に
っ
こ
り
。

ポ
イ
ン
ト
は
『
正
し
い
磨

き
方
を
お
ぼ
え
よ
う
』『
磨

く
順
序
を
決
め
よ
う
』『
歯

ブ
ラ
シ
は
小
さ
く
動
か
そ

う
』
の
３
点
。
ま
た
寝
て

い
る
間
も
バ
イ
菌
は
活
動

す
る
の
で
、
寝
る
前
の
歯

磨
き
は
予
防
効
果
抜
群
で

す
。
ご
飯
の
後
と
寝
る
前

の
１
日
四
回
の
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
を
心
が
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
４
回
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
！

　

〜
ツ
ル
ツ
ル
の
歯
は

　
　

バ
イ
菌
ゼ
ロ
の
し
る
し

　
　
　
　
　
　
　

歯
磨
き
指
導
〜

　

10
月
３
日
（
火
）、
人
権
啓
発
の
大
型
バ
ス
『
に
じ
ま
る
く

ん
』
が
『
人
権
ハ
ー
ト
回
収
大
作
戦
』
の
た
め
同
校
を
訪
れ
ま

し
た
。
回
収
式
に
は
５
年
生
41
名
が
参
加
。『
自
然
に
や
さ
し

く
、
人
に
や
さ
し
く
、
全
て
の
生
き
物
に
や
さ
し
く
』
を
テ
ー

マ
に
「
助
け
合
い
み
ん
な
を
信
じ
歩
も
う
よ
」「
み
ん
な
の
笑

顔
が
一
番
！
」「
助
け
合
い
優
し
さ
を
忘
れ
な
い
」
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
あ
た
た
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
た
く
さ
ん
書
き
込
ま

れ
た
ハ
ー
ト
の
か
け
ら
は
無
事
に
大
き
な
人
権
ハ
ー
ト
に
は
め

込
ま
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
長
か
ら
人
権
の
樹
と
し
て
、
コ
ブ

シ
２
本
が
贈
呈
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
手
話
つ
き
の
「
ス

マ
イ
ル
ア
ゲ
イ
ン
」
の
歌
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、司
会
進
行
を
務
め
た
斎
藤
楓
さ
ん
（
５
年
生
）
は
「
こ

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
人
権
に
つ

い
て
学
ぶ
事
が
で
き
て
気
持

ち
が
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。」

ま
た
曽
根
克
哉
さ
ん
（
５
年

生
）
は
「
虫
や
人
な
ど
全
て

の
命
の
大
切
さ
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。」
と
話
し
子
ど

も
た
ち
の
心
の
中
に
も
優
し

さ
の
種
が
育
っ
て
き
た
よ
う

で
す
。

思
い
や
り
の
心 

命
の
大
切
さ

　

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

　
　

〜
人
権
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
〜

炭
酸
水
に
は
角
砂
糖
が
12
個
も
！

　

〜
お
や
つ
の
達
人
に
な
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

食
育
授
業
〜

日
４
回
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
！

　

〜
ツ
ル
ツ
ル
の
歯
は

　
　

バ
イ
菌
ゼ
ロ
の
し
る
し

　
　
　
　
　
　
　

歯
磨
き
指
導
〜

思
い
や
り
の
心 

命
の
大
切
さ

　

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

　
　

〜
人
権
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
〜
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細
貝　

美み

和わ

子こ

さ
ん
（
亀
塚
）

　
　
　
　

凜り
ん

ち
ゃ
ん
（
七
か
月
）

　

ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
、
凜
ち
ゃ
ん
を
見
つ

め
て
い
る
若
々
し
い
マ
マ
！
。
き
っ
と
、

初
め
て
の
お
子
さ
ん
で
育
児
に
奮
闘
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
と
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
育
児
で
大
変
な
こ
と
は
何
で
す
か
？
」

と
伺
う
と
、「
う
〜
〜
ん
？
」
と
な
か
な

か
返
事
が
か
え
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
兄
弟
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
」
と

質
問
し
て
み
る
と
、「
４
人
い
ま
す
！
」

と
…
。
な
る
ほ
ど
、
も
う
慣
れ
て
い
る
の

だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
男
の
子
、１
年
生
の
男
の
子
、

年
長
の
女
の
子
、そ
し
て
凜
ち
ゃ
ん
で
す
。

離
乳
食
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
マ
マ

と
の
お
話
中
、
凜
ち
ゃ
ん
は
な
ん
と
一
人

で
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。
び
っ
く
り
し

て
い
る
と
、
２
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
も
10
か

月
、
８
か
月
で
歩
き
始
め
た
と
の
こ
と
。

元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
い
る
の
で
す

ね
。
そ
ん
な
、
凜
ち
ゃ
ん
が
時
々
泣
い
て

ぐ
ず
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、
兄
弟
の
部
屋

に
連
れ
て
行
く
そ
う
で
す
。そ
う
す
る
と
、

お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
が
上
手

に
泣
き
止
ま
せ
面
倒
を
見
て
く
れ
る
そ
う

で
す
。
お
子
さ
ん
が
四
人
と
の
こ
と
で
、

さ
ぞ
か
し
大
変
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
マ

マ
は
「
か
え
っ
て
楽
で
す
よ
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

パ
パ
も
忙
し
い
中
、
休
み
の
日
は
必
ず

お
風
呂
に
入
れ
て
く
れ
る
優
し
い
パ
パ
で

す
。

　

凜
ち
ゃ
ん
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
、
空
き
缶

を
転
が
し
た
り
積
ん
だ
り
し
て
遊
ぶ
こ
と

が
大
好
き
。
マ
マ
は
、
素
直
で
優
し
い
子

に
育
っ
て
欲
し
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
面
倒
を
み
て
く
れ
る
長
男
、
笑

わ
せ
て
く
れ
る
二
男
、
一
緒
に
遊
ん
で
く

れ
る
お
姉
ち
ゃ
ん
、
優
し
い
パ
パ
、
そ
し

て
笑
顔
が
素
敵
な
マ
マ
。
そ
ん
な
中
で
育

て
ば
素
直
で
優
し
い
凜
ち
ゃ
ん
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

凜
ち
ゃ
ん
、
今
頃
歩
い
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

マ
マ
さ
ん
に

マ
マ
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
！

お
聞
き
し
ま
し
た
！

〜
９
月
の
乳
児
健
診
会
場
に
て
〜

町の宝
で～す

9 月の
乳児健診から

元気に育ってね！ 　この写真は保健福祉センターで行われている乳児健診会場で４か月健診
対象乳児を撮影しています。

髙崎　芽
め

音
いん

ちゃん 渡辺　新
あらた

ちゃん 髙橋　舞
まい

ちゃん 松田　永
と

羽
わ

ちゃん

土門　梨
り

子
こ

ちゃん 伊藤　亜
あ

珠
じゅ

ちゃん 細貝　奏
そ

花
な

ちゃん 熊倉　彩
あや

ちゃん

田辺　斗
と

夢
む

ちゃん 五十嵐 湊
そう

太
た

ちゃん 髙松 萌
ほ

乃
の

華
か

ちゃん 本田　心
み

優
ゆ

ちゃん

髙橋　妃
ひ

菜
な

ちゃん

佐藤　京
きょうご

吾ちゃん
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　 投稿すると
きは濃い鉛筆
かペンで書いて
ください。（薄い
ものは掲載できま
せん）名前は必ず書
いてください。（ペン
ネーム希望の場合は名前
の横にペンネーム『○○○』
と書いてください。
　１か月に一人１枚だけ受
け付けます。

イ
ラ
ス
ト
自
慢

増田　萌さん 6歳

渡辺 早智さん 8歳

スティッチさん 11歳

黒色さん 14歳オヤジンさん 38歳 ジャガリコさん 12歳

バイキンまんさん 12歳

高橋　潤さん 6歳

キティ仔さん 12歳

　広報せいろうへの掲載記事を次のとおり募集します。みなさんの応募をお待ちしています。

①趣味の紹介や地域の話題など
　手芸、写真、園芸などの趣味や地域の祭り、行事、ペット自慢、ほのぼのとした出来事などで広報に紹介した
い話題がありましたらご連絡ください。
②聖籠の風
　町の業務や行事、あるいは地域や学校でのことなど、日々の生活の中で感じたことなどをお寄せください。（良
かったこと、又良くなかったこと）　子どもたちの意見も大歓迎です。600字以内でお書きください。
③イラスト自慢大募集
　絵を描くのが大好きな子どもたち、自慢のイラストをハガキの裏に書いてどんどん送ってください。（黒一色
でハッキリと書いてください）
　４コマ漫画も募集しています。
④『町政ポスト』Q＆Ａ
　町政への積極的なご意見、ご提案など（聖籠町の将来像、私はこう考える…）を町民の皆様から寄せていただ
くために、設けられたハガキによる広聴制度です。町長が目を通し、担当課で回答いたします。よりよい町づく
りのために、あなたのご意見をお寄せください。
■応募方法■
○ 町政ポスト用のハガキでお寄せください。（趣味の紹介や地域の話題の情報提供は電話可）切手を貼らずに投
函できます。なお、このハガキは
①役場一階の総合案内　②保健福祉センターの窓口　③町民会館の窓口　
④診療所の窓口　⑤図書館のカウンターの５か所に設置してあります。ど
んどんお寄せください。
○ なお、氏名・住所・電話番号の記載のないものは掲載いたしませんので、
必ず記入してください。（匿名希望、ペンネーム希望と書いてくだされば
名前は掲載しません）
※ 投稿原稿の趣旨を変えずに削ったり直したりする場合がありますので、ご
了承ください。
○採用された方には、図書券を差しあげます。
役場総務課　広報担当　☎２７－２１１１（内線２２６）

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

皆さんの
応募を

お待ちして
います。

募集募集広報への掲載記事を募集募集募集募集しています
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